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明日への備え

災害日誌

東洋大学・PPP研究センター

熊本地震100日間の記録から、

明日に備える

明日、あなたのまちで大災害が起こる。

０





災害日誌について

この「災害日誌」は、熊本地震における政府、自治体の対応や事象を
公式発表や報道を基に日誌形式でまとめたものである。
過去の事実を知ることで、次に備えることができる。防災訓練など
様々な場面で役立ててほしい。

はじめに

➢ 記録することの
意義

➢ 災害発生後
1000日間の
記録

➢ 迅速な公開と
情報の整理

➢ 「次に何が起こ
るか」を過去の
事実から予測
する

人間のあいまいな記憶は日に日に薄れる、それどころか、保存されているはずの記録さえ、

次々に上書きされ事後的に修正され丸く整理された情報だけが残っていく。本質を見落と

さないよう、淡々と記録し、それを繋いでいくことは平常時でも有用だが、すべてが混乱の

渦中にある災害発生時はさらに有用性を増す。あとから冷静に振り返り、次に来る災害に

備える意味で、正確な記録は絶対に必要なインフラだ。

「被災時の対応を正確に記録する」 この単純なコンセプトで災害発生後の1000日間を記

録するという東洋大学PPP研究センターの1000daysプロジェクトが立ち上がったのが、

2011年3月18日。東日本大震災発生から1週間後だった。その成果はすでにウエブで公

開され、多くの関係者の参考にしていただいている。

2016年4月の熊本地震でも速やかに1000daysプロジェクトは立ち上がった。総勢15名

の大学院生、修了生からなるプロジェクトチームは、分野別に担当を分けて、行政機関の

広報、新聞などを頼りに情報を記録していった。その過程では、東日本大震災の記録も大

いに役立った。何が起きそうか、あらかじめ予想し記録者として備えることができたからだ。

熊本地震では、二つの新しい視点を取り入れた。一つ目は迅速な公開だ。そもそも

1000daysは、復興は3年かかるという発想で作られている。だが、実際には3年ですべてが

復興することはない一方、人々の関心は急速に風化していく。迅速に成果を出すことで、次

の災害への備えを万全にするとともに、被災地に対する無関心という復興への大きな障害

を取り除く必要があるのではないか。こう考えて、今回は1000日後ではなく、発災後1年と

いう3倍のスピードで公開に踏み切った。

二つ目は記録を分かりやすくするための整理である。もともと、1000daysは、淡々と記録

することを趣旨とし、記録者の主観はできるだけ入らないように注意して制作された。解釈

や活用は利用者に委ねるべきというのが理由だ。だが、その結果、実際に使う側からすると

重要性の識別や全体の流れを理解しにくいという感想を抱かれることもあった。

今回公表する災害日誌は、客観性を損なわない範囲で、分かりやすさを確保することを

目標にした。日記帳のイメージで、1日ごとに何が起きたかを事実に即して整理している。こ

の日誌をぱらぱらとめくるだけで、実際に災害が発生した際に、次に何が問題になるかを比

較的簡単に知ることができる。防災訓練で利用するのも良いだろう。災害発生時は、様々

な問題が一斉に生じる一方、解決にかけられる人的・物的資源は有限だ。災害日誌をあら

かじめ読んでおくことで、どういう順番で資源を配分するべきかのシミュレーションができる。

防災関係者はもちろん、住民一人一人がこの災害日誌を手に取って、災害に備えること、

災害時にすべきことのヒントを得ていただければ誠にありがたい。

2017年4月

東洋大学PPP研究センター

センター長 根本祐二



災害日誌について

各ページは、九つのカテゴリーに分け情報を抽出、記載している。巻
頭のインデックスは、各トピックの主要な話題を時系列に列挙した。
日誌下部には「明日への備え」として、翌日と10日後に起きた重要事
項を記載した。制作者の体験や専門を基に執筆したコラムも挿入した。

本書の見方

「1000日記録」プロジェクトは、各省庁や自治体の発表を1000日間にわたって
淡々と記録するものであるが、本災害日誌では、1000日記録に記録されている情
報を以下のカテゴリー毎にピックアップし、まとめている。
なお、4月14日から7日間は、１日当たり２ページ、それ以降は同１ページとした。

1～5ページに、主要なトピックスについて、発災以降の代表的な出来事を一覧で
きる「インデックス」を掲載している。主要トピックスにおける対応や代表的な話題、
タイムフレームを把握できると期待する。

ところどころ、PPP研究センターのリサーチパートナー大学院生らが自らの経験や
専門を基に執筆したコラムも挿入した。自治体対応、ボランティア、健康、金融機

関の役割など、幅広いトピックスを取り上げた。

巻末には、発災後各省庁が設置した災害情報ページやそこに掲載されたリンク集
を掲載している。

➢ 記載した情報

➢ ページ毎の
記載内容

➢ インデックス

➢ コラム

➢ リンク集

気象庁から熊本県、熊
本のデータを入力 最高気温

最低気温
震度１以上の地震回数、震度５弱以上の地震回数、

最大震度を記載。（4月14日以降の累計回数）

X

その日の出来事で特別記載すべきと考えられるもの、今回の地震で特徴的だった

事象などを抜粋して記載した。（かっこ内に記載した気象警報は「特別警報・警報・注意報

データベース」 http://agora.ex.nii.ac.jp/cps/weather/warning/ を参考とし、熊本県下各地に出

された警報、注意報のうち、警報のみを抜粋、掲載した。）

【設置・開設】
災害対策本部の設置など
【カッコ内は主語】行われた
活動内容、事象など
◆省庁、自治体以外が主語の
場合、報道の内容などは◆で
表示

【派遣】
他自治体等からの支援職員、
リエゾン、自衛隊等

【相談窓口】
住民、自営業者等に対する各
種相談窓口等の設置

【住居】
主に住居の損害、罹災証明、
仮設住宅、債権・ローンなど
に係るもの

【物資・ボランティア】
物資の提供、ボランティアの
募集や活動状況

【経済・生活】
生活情報、教育、医療、保険、
税金等に係るもの、また、自
治体の財政にかかわるものも
ここに記載した

【事業再建】
自営業者、中小企業向けの事
業の再建などの情報

【地域づくり】復興、再開発、
土地利用に関すること、廃棄
物・がれき関連の情報を記載
した

【その他】
例 被害、復旧に関する情報、
公共施設等の運用状況、被害
状況、二次災害を防ぐために
関連するような情報

翌日の「特記事項」に記載されている項目（必ずしも○日目に起こるもの

ではないが、発災後どのくらいでどのような対策、対応が必要になるかを把握できる）

10日後：10日後の「特記事項」に記載されている項目



目次

はじめに

本書の見方

目次

インデックス

避難所、避難生活 p.1

人的支援（消防・救急、行政等） p.1

物資・ボランティア p.2

交通・インフラ p.2

がれき、廃棄物処理 p.3

情報伝達 p.3

被災住宅関連 p.4

仮設住宅関連 ｐ.4

各種被災者支援、規制緩和類（事業者等向け） p.5

各種被災者支援、規制緩和類（個人等向け） p.5

災害日誌～熊本地震100日間の記録から、明日に備える～

平成28年4月14日（木曜日）<発災初日> p.7

◆コラム「自治体の対応について」 p.21

◆コラム「「くまもと」に行った一ボランティアの感想」 p.33

平成28年5月1日（日曜日）<発災18日目> p.35

◆コラム「被災地における高齢者等の健康状態の悪化」 p.45

◆コラム「透析患者を事例として」 p.57

◆コラム「災害時の金融機関の役割について」 p.58

◆コラム「自衛隊の活動について」 p.69

平成28年6月1日（水曜日）<発災49日目> p.72

平成28年7月1日（金曜日）<発災79日目> p.102

平成28年7月22日（金曜日）<発災100日目> p.123

付録
リンク集 p.125



避
難
者
数
ピ
ー
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（18
万
人
強
）

＋
車
中
泊
多
数

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
、
生
活
不
活
発

病
予
防
の
情
報

重
症
の
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群

患
者
多
数

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
集
団
感
染

月日 4/14 17 18 23 25 5/1 6 11 13 21 9/15 11/18
経過
日数

1 4 5 10 12 18 23 28 30 39 155 219

害
虫
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策
が
本
格
化

御
船
町
、
物
資
配
給
、
避
難
所
の

み
に

（学
校
再
開
に
向
け
）学
校
以
外

の
拠
点
避
難
所
開
設

熊
本
県
内
全
小
中
高
校
の
休
校

解
消

集
団
食
中
毒
が
発
生

全
避
難
所
閉
鎖

熊
本
市
内
の
全
避
難
所

閉
鎖

前震本震

避難所、避難生活

4月14日の地震の後、避難所が設置され、それに伴い国からは各種の通知が出された。

4月16日の本震を受けて17日に避難者数が18.3万人に達した。また、指定避難所以外の避難

場所等への避難や車中避難者が続出し、避難者の実態や物資ニーズの把握に課題が生じた。

エコノミークラス症候群、ノロウイルス、食中毒なども発生した。

自
治
体
へ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

支
援
開
始

自
衛
隊
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
、
警
察
、
消

防
等
の
派
遣
開
始

Ｔ
Ｅ
Ｃ-

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
派
遣

月日 4/14 15 18 19 20 23 24 5/30 6/29 7/1 10/18
経過
日数

1 2 4 5 7 10 11 47 77 79 188

自
衛
隊
派
遣
終
了

警
察
の
応
援
派
遣
終
了

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
、
日
赤
の
派

遣
開
始

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
待
機
終
了
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

に
引
き
継
ぎ

他
自
治
体
か
ら
の
短
期
派
遣
終

了他
自
治
体
か
ら
の
中
長
期
派
遣

始
ま
る

前震 本震

人的支援（消防・救急、行政等）

4月14日に自衛隊に対する災害派遣要請が出され（大分県は16日）、同下旬に活動ピーク（2.6

万人）。医療支援では、ＤＭＡＴ、ＪＭＡＴ、日赤、ＪＲＡＴ等が状況に応じて複層的な活動を行っ

た。消防は16日に緊急援助隊派遣がピークとなり、17日に活動規模が最大となった。

自治体からの行政支援は、九州知事会が「九州・山口９県被災地支援対策本部」を中心に、カ

ウンターパート方式（対口支援）の支援を行った。7月以降は中長期派遣へ移行している。

緊
急
消
防
援
助
隊
の
撤
収

避難者数
18.3万人

4/26
5万人

5/18
1万人

7/10
5000人

24
JMAT
ピーク

19
警察
ピーク

4/16-17
消防
ピーク

23-29
自衛隊
ピーク

5/9
自治体短期
派遣ピーク

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動
本
格
化

応
急
危
険
度
判
定
の
全
国
支
援

教
育
委
へ
避
難
所
の
環
境
改
善
へ

防
災
部
局
と
の
連
携
強
化
指
示
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プ
ッ
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を
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ィ
サ
ー
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の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
分
析
に
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援
物
資
需
要
の
見
え
る
化

熊
本
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
設
置

物
流
に
民
間
事
業
者
を
活
用

月日 4/15 16 17 18 20 26 28 5/1 7 13 6/14
経過
日数

2 3 4 5 7 13 15 18 24 30 62

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
の
参
院
選
不
在

者
投
票
手
続
周
知

大
分
県
、
ボ
ラ
セ
ン
立
ち
上
げ
職

員
派
遣

国
に
よ
る
物
資
支
援
終
了

熊
本
市
、
一
般
か
ら
の
支
援
物
資

受
入
れ
抑
制
願
出

熊
本
県
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
高
速

道
路
無
料
化

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
が
各

地
で
徐
々
に
進
む

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
需
給
ミ
ス
マ
ッ
チ
の

報
道

前震 本震

物資・ボランティア

ボランティアは発災後約一週間で活動者が急増し、ゴールデンウィーク（ＧＷ）の休暇中にピーク

を迎えた。一方で、発災間もないＧＷ頃までは当該自治体住民や熊本県内在住者にボランティ

アを限る自治体もあり、ボランティア希望者が殺到しても受け入れきれない自治体も多く発生した。

政府は混乱する被災自治体に要請がなくても物資を届ける「プッシュ型支援」を実施した。物資

拠点の被災などで当初混乱したが、隣県への拠点設置や民間事業者の活用で円滑化した。

災
害
派
遣
車
両
証
明
書
発
行
、

高
速
道
路
無
料
開
放

熊
本
空
港
の
弾
力
運
用
（24
時
間

化
、
～
28
ま
で
）

月日 4/14 15 16 17 20 27 29 5/8 9 10 25 6/3 11 21 7/15
経過
日数

1 4 5 10 12 14 16 25 26 27 42 51 59 69 93

九
州
自
動
車
道
、
国
道
で
通
行

止
め
多
発

九
州
新
幹
線
全
線
再
開

九
州
自
動
車
道
全
線
開
通

ト
ヨ
タ
、
ホ
ン
ダ
通
行
で
き
た
道

路
の
情
報
を
公
開

や
ま
な
み
ハ
イ
ウ
ェ
イ
通
行
止
め

解
除

Ｊ
Ｒ
九
州
が
阿
蘇
地
域
で
代
替

臨
時
バ
ス
運
行

前震 本震

交通・インフラ

14日の前震を受けて、熊本空港は24時間運用を開始した。16日の本震を受けて大分空港も同

様に24時間化。本震により道路、鉄道、空港の被害が拡大した。5月10日には、災害復興法を

初適用し、インフラ等の復旧事業を国が代行できるようにした（9日の阿蘇大橋は道路法による代

行）。6月には大雨の影響でさらに被害が拡大した。鉄道は一部路線で復旧が長引く見込み。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
激
減
の
報
道

国
交
省
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蘇
地
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へ
の
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ク
セ
ス
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ッ
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表

熊
本―

台
湾
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線
再
開

阿
蘇
大
橋
の
災
害
復
旧
を
国
が

代
行
へ
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～
熊
本
間
の
コ
ン
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輸
送

再
開

国
道
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想
公
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城
～
南
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）を
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定
県
道
化

西
日
本
高
速
が
九
州
の
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速
道

路
定
額
パ
ス
発
売
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ブ
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端
末
に
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始

災
害
復
興
法
適
用
。
国
・県
が
復

旧
事
業
代
行
可
能
に

4/19
熊本空港
民間機再開

6/21
損保会社調査で
タクシー需要急増

20
停電解消

28
九州自動車道
斜面崩落

30
ガス供給
停止解消

19
熊本のコンビニ
ほぼ再開

4/16
宇土市
ボラセン開設

4/30-5/5
ボランティア
ピーク

5/27
水道断水
1000戸切る
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災
害
廃
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物
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別
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自
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へ
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知

が
れ
き
処
理
事
業
、
処
理
場
復

旧
の
補
助
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を
周
知

月日 4/15 19 22 23 28 5/3 16 24 30 6/6 7 21 7/5 21
経過
日数

2 6 9 10 15 20 33 41 47 54 55 69 83 99

熊
本
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が
が
れ
き
の
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量
を
１
９

５
万
ト
ン
と
推
計

神
戸
市
が
ご
み
収
集
へ
支
援
（以

降
他
自
治
体
も
）

一
般
廃
棄
物
処
理
の
特
例
省
令

を
施
行

破
損
し
た
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
保
管

等
を
周
知

近
隣
自
治
体
が
被
災
地
の
ご
み

処
理
代
行

解
体
工
事
で
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

周
知

自
衛
隊
が
が
れ
き
運
搬
回
収
に

協
力

業
務
用
冷
凍
庫
等
の
フ
ロ
ン
類
対

策
周
知

有
害
廃
棄
物
や
リ
サ
イ
ク
ル
法
対

象
品
目
取
扱
周
知

前震本震

がれき、廃棄物処理

前震発生直後に、環境省はがれき処理関連の補助金の周知を実施した。廃棄物収集の遅れに

対応するため、19日以降他自治体が支援に駆け付けた。4月下旬には、家庭から出されるがれ

きや災害廃棄物の分別や回収が進まず支援活動に支障を来したとの報道もあった。7月5日に

は、コンクリートが混在した廃棄物処理を迅速化するための特例省令が出された。

災
害
Ｆ
Ｍ
調
査
開
始
、
開
設
支

援
の
職
員
派
遣

避
難
所
等
へ
の
ラ
ジ
オ
配
布
本
格

化

市
町
村
が
行
う
全
半
壊
家
屋
の

解
体
を
補
助
対
象
に

月日 4/14 15 16 17 20 22 23 5/7 31 6/16
経過
日数

1 2 3 4 7 9 10 24 48 64

通
信
機
器
、
ラ
ジ
オ
配
布

聴
覚
障
害
者
、
外
国
人
支
援
の
ス

マ
ホ
ア
プ
リ
紹
介

熊
本
県
警
デ
マ
へ
の
冷
静
な
対
処

を
呼
び
か
け

甲
佐
町
の
災
害
Ｆ
Ｍ
に
免
許
を
付

与無
線
機
、
衛
星
電
話
な
ど
を
自

治
体
へ
貸
与

携
帯
各
社
災
害
伝
言
、
通
信
制

限
解
除
等
終
了

ツ
イ
ッ
タ
ー
分
析
に
よ
る
支
援
物

資
需
要
の
把
握

前震 本震

情報伝達

14日に携帯電話各社はｗｉｆｉ無料開放や通信料減免等の対策を開始。ＮＨＫや一部ネット放送

局もニュースのネット配信を始めた。安否確認や指定避難所以外への避難者の情報把握、発

信にSNS等が活用された一方、拡散した情報のタイムラグやデマ、通信負荷増大等も指摘され

た。避難所等へはラジオが大量に配布され、甲佐町を皮切りに災害FMの設置も進んだ。

環
境
省
が
が
れ
き
の
ア
ス
ベ
ス
ト
モ

ニ
タ
リ
ン
グ

携
帯
各
社
に
よ
る
通
信
料
減
免
、

W
ifi

無
料
開
放
等

復
興
の
た
め
の
通
信
・放
送
利
用

の
施
策

ウ
ェ
ブ
ガ
イ
ド

外
務
省
が
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
災
害

情
報
発
信

Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
ネ
ッ
ト
放
送
局
が

ニ
ュ
ー
ス
配
信
開
始

学
生
が
ネ
ッ
ト
の
デ
マ
パ
ト
ロ
ー
ル

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

熊
本
県
内
の
全
可
燃
ご
み
処
理

施
設
が
運
転
再
開

4/21
災害ごみの分別を
呼びかける報道

ネットの安否
情報登録等

災害時のSNS
利用功罪に関
する報道多数

廃棄物が
交通障害との報道

3



４
／

20
被
災
宅
地
危
険
度
判
定

実
施
本
部
（熊
本
県
・市
）

４
／

24
罹
災
証
明
書
発
行
（熊
本

8
市
町
）

５
／

１
罹
災
証
明
申
請
受
付
開
始

（益
城
町
、
西
原
村
）

3
／

31
罹
災
証
明
の
新
規
交
付

受
付
終
了

前震 本震

被災住居関連

・全国公営住宅、民間空室などをみなし仮設住宅として柔軟に活用

・罹災証明発行手続きの殺到を見越した人員配置が必要

・仮設住宅第一号への入居は発災から約1月半後

４
／

19
応
急
危
険
度
判
定
開
始

４
／

定
22
被
災
宅
地
危
険
度
判

実
施
本
部
（益
城
町
）

４
／

25
被
災
宅
地
危
険
度
判
定

実
施
本
部
（西
原
村
）

5/17
罹災証明発行
本格化（熊本市）

５
／

20
罹
災
証
明
発
行
開
始
（益

城
町
）

24
罹災証明発行
殺到（宇城市）

５
／

25
罹
災
証
明
2
次
調
査
開

始
（熊
本
市
）

５
／

30
罹
災
証
明
発
行
（宇
城

市
）

６
／

15
公
費
解
体
申
請
開
始
（半

壊
以
上
、
益
城
町
）

６
／

27
公
費
解
体
開
始
（環
境
省

が
甲
佐
町
で
）

７
／

６
公
費
解
体
開
始
（全
半
壊
、

益
城
町
）

７
／

19
公
費
解
体
開
始
（全
半
壊
、

熊
本
市
）

月日 4/14 17 18 23 25 28 5/1 6 11 18 6/1 10 20 7/1 7/22
経過
日数

1 4 5 10 12 15 18 23 28 35 49 58 155 79 100

7/15
仮設住宅不足
（益城町）

10/14
仮設住宅
94％完成

月日 4/14 16 21 26 29 5/5 7 6/4 14 18 21 7/22
経過
日数

1 4 5 10 12 15 18 49 58 155 79 100

４
／

21
公
営
住
宅
受
入
開
始
（熊

本
県
・市
）

６
／

４
、
５
仮
設
住
宅
第
一
号
入

居
（甲
佐
町
）

６
／

14
仮
設
住
宅
入
居
（益
城

町
）

６
／

18
集
会
所
「み
ん
な
の
家
」
第

１
号
（宇
城
市
）

６
／

21
仮
設
住
宅
入
居
（熊
本
市

城
南
町
）

９
／

29
み
な
し
仮
設
申
請
1
万
件

５
／

７
市
営
住
宅
引
渡
開
始
（熊

本
市
）

５
／

５
仮
設
住
宅
着
工
（益
城
町
）

４
／

29
仮
設
住
宅
着
工
（熊
本

県
）

４
／

26
、
28
全
国
公
営
住
宅
、
民

間
空
室
の
提
供

前震 本震

仮設住宅関連

4



前震 本震

・規制緩和等の措置はおおむね発災から1月半後までに決定

・短期間に多様な主体から多様な措置が同時多発的に実施されるため、その周知徹底のため

の対策も必要

月日 4/14 17 18 23 25 28 5/1 6 11 18 6/1 10 20 7/1 7/22
経過
日数

1 4 5 10 12 15 18 23 28 35 49 58 68 79 100

各種被災者支援、規制緩和類

４
／

17
介
護
保
険
施
設
の
定
員
超

過
容
認
◆
電
気
・
ガ
ス
災
害
特
別

措
置

４
／

20
小
規
模
企
業
貸
付
に
係
る

措
置(

無
利
子
化
等)

４
／

21
中
小
企
業
経
営
承
継
円

滑
化
法
提
出
期
限
延
長

４
／

22
小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
金
等
公
募
期
間
、
申
請
期

限
延
長
◆
雇
用
調
整
特
別
助
成

金
交
付
通
達
◆
災
害
復
旧
融
資

条
件
緩
和
（大
分
県
）

４
／

25
災
害
復
旧
資
金
の
利
子
補

給
制
度
開
始
（
商
工
中
金
）
◆
被

災
事
業
者
の
返
済
猶
予
支
援
◆

雇
用
保
険
に
係
る
特
別
措
置

４
／

26
融
資
全
額
保
証
（
信
用
保

証
協
会
）

５
／

９
雇
用
調
整
助
成
金
の
更
な

る
特
例
実
施

５
／

10
小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
金
の
公
募
期
間
延
長
（大
分

県
内
一
部
）

５
／

12
農
林
漁
業
者
向
け
特
例
措

置
（日
本
公
庫
）

５
／

31
小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
金
公
募
開
始
◆
上
場
規
定

改
正
（
東
証
）
◆
特
別
貸
付
創
設

等
（
日
本
公
庫
）
◆
中
小
企
業
等

の
資
金
繰
り
支
援
（商
工
中
金
）

６
／

20
中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
施

設
等
復
旧
整
備
補
助
事
業
公
募

開
始

６
／

22
商
店
街
復
旧
事
業
・
中
小

企
業
組
合
共
同
施
設
等
災
害
復

旧
事
業
公
募
開
始

７
／

22
雇
用
調
整
助
成
金
の
支
給

限
度
日
数
延
長

４
／

18
社
福
へ
の
義
援
金
支
出
可

能
と
す
る
特
例
措
置

４
／

15
保
険
証
紛
失
者
の
受
診
可

能
措
置
◆
被
災
者
向
け
措
置

（日
本
郵
便
、
金
融
・生
保
・損

保
・証
券
）

４
／

18
自
賠
責
保
険
に
係
る
猶
予

措
置

４
／

21
地
方
税
申
告
期
限
延
長
、

減
免
措
置
◆
登
記
済
証
・東
医

識
別
情
報
通
知
書
紛
失
者
へ
の
対

応
◆
書
類
不
備
者
へ
の
年
金
等
支

払
い
に
係
る
措
置
◆
損
保
各
社

手
続
き
簡
素
化

４
／

19
転
出
証
明
書
な
し
で
の
転

入
受
理
を
通
知
◆
被
災
者
の
郵

便
料
金
免
除

４
／

18
、
19
義
援
金
振
込
手
数

料
・郵
送
無
料
化

４
／

20
団
体
収
受
の
義
援
金
を
ふ

る
さ
と
納
税
と
す
る
通
知
◆
貸

付
利
率
減
免
（生
保
各
社
）

４
／

25
労
働
保
険
料
等
の
申
告
・

納
期
限
延
長
（熊
本
県
）◆
入
院

給
付
金
の
特
別
取
扱
（生
保
各

社
）

４
／

26
振
替
納
税
に
係
る
特
別
対

応 ４
／

27
被
災
者
の
受
診
負
担
猶
予

◆
保
険
金
請
求
に
原
則
罹
災
証

明
不
要
（損
保
・生
保
協
会
）

５
／

２
相
続
放
棄
等
の
熟
慮
期
間

延
長

５
／

10
家
屋
解
体
個
人
負
担
な
し

（半
壊
以
上
）

５
／

11
運
転
免
許
な
ど
許
認
可
期

間
延
長
な
ど

５
／

12
車
検
証
有
効
期
間
を
再

伸
長

６
／

30
所
得
税
等
中
間
申
告
期

限
延
長

４
／

22
厚
生
年
金
納
期
限
延
長

（熊
本
県
）◆
義
援
金
募
集
開
始

（大
分
県
）◆
高
卒
認
定
試
験
出

願
期
限
延
長
（熊
本
県
）

4/25
激甚災害（本激）指定

月日 4/14 17 18 23 25 28 5/1 6 11 18 6/1 10 20 7/1 7/22
経過
日数

1 4 5 10 12 15 18 23 28 35 49 58 68 79 100

前震 本震

◆中小企業等経営者、自営業者、農林水産業従事者等向け

◆個人等向け

5



災害日誌
熊本地震100日間の記録から、

明日に備える



発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

物資・ボランティア 相談窓口

14 木 晴れ一時曇 27

15.7
震度1以上は120回、うち震度5弱以上は4回、最大

震度は震度7（累計120回）

1
4

21:26 地震発生、M6.4（速報値から修正）、震度7（熊本県熊本地方）（前震）
22:07、M5.7、震度6弱（前震）
震災発生と同時に、政府、企業、個人ほかあらゆる主体による対策組織が編成され、情報収集作
業開始。
熊本空港は夜間も臨時で弾力運用（24時間化）。

【総務省、消防庁、文科省、厚労省、 国交省、海上保

安庁】21:26災害対策本部設置

【内閣府】22:10災害対策本部設置

【九州総合通信局】22:50災害対策本部設置

【環境省】被害状況の収集を指示

【熊本県】県災害対策連絡室設置→県災害警戒本部

へ移行

【熊本県】陸上自衛隊に災害派遣要請

【防衛省】陸上自衛隊第8師団人命救助活動等（約

400名）、第42普通科連隊、第8特科連隊、第8偵察

隊、第4特科連隊、西部方面衛生隊

【内閣府】テックフォース編成・派遣

【文科省】大学附属病院よりDMATを派遣

【消防庁】県・政令市に緊急消防援助隊の要請

【大分県】大分県警広域緊急援助隊23名が熊本県へ、

DMAT4チームが熊本県へ

【関西広域連合】先遣隊3名を被災地へ

【文科省】被災者を受け入れている熊本大学に対し、九

州大学、長崎大学等から水、毛布、食料等の物資を支

援

7



発災から
日目

月 日 曜日

住居

事業再建 地域づくり

その他

明日への備え

経済・生活

14 木

1

4

・気象庁が「平成28年（2016年）熊本地震」と命名。・布田川断層帯による断層地
震とする。・中小企業者への相談窓口、仕事に関する相談窓口の設置。・社協によるボランティア受
け入れのためのボランティアセンター設置。・災害廃棄物処理、処理施設復旧に係る補助金の活用
を必要に応じて検討。
10日後：熊本市など8市町で「一部損壊」を対象に罹災証明書発行。

【国交省】熊本空港で航空保安業務の臨時提供（24

時間化、弾力運用）

8



発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

物資・ボランティア 相談窓口

15 金 晴れ 27.2

12
震度1以上は224回、うち震度5弱以上は3回、最大

震度は震度6強（累計344回）

2

4

気象庁が「平成28年（2016年）熊本地震」と命名。布田川断層帯による断層地震とした。
中小企業者への相談窓口、仕事に関する相談窓口の設置。
社協によるボランティア受け入れのためのボランティアセンター設置。
災害廃棄物処理、処理施設復旧に係る補助金の活用を必要に応じて検討。

【内閣府】被災者生活支援チーム、避難所のガイドライ

ンを周知

【国交省】下水道対策本部

【環境省】地方環境事務所に災害対策本部

【農水省】災害対策本部

【防衛省】自衛隊1,700人が活動

【国交省】テックフォース（71人）派遣

【内閣府】連絡調整要員を派遣

【九州通信局】現地対策本部要員1名派遣、中型移動

電源車、簡易無線機、MCA 無線機、衛星携帯電話

【文科省】文教施設の被害収集、東大教授ほか職員1

名派遣

◆熊本県社協、益城町社協に職員を派遣

◆長崎県社協、職員を熊本県社協に派遣

【防衛省】物資輸送隊（約80名）

◆熊本県社協、県内の市町村社協支援のため「熊本

県災害ボランティアセンター」を設置

【経産省】中小企業支援のため特別相談窓口

【厚労省】ハローワークで仕事に関する電話相談

9



発災から
日目

月 日 曜日

住居

事業再建 地域づくり

その他

明日への備え

経済・生活

15 金

2

4

・M7.3の本震（4/14の地震は前震）が発生する。11市町村17万人に避難指示勧
告。・10万戸停電、10.5万戸ガス停止、42万戸断水、九州自動車道7カ所で通行止め。国道8路
線（57、210、443、442、212、325、265、445号）で通行止め。・南阿蘇村で大規模土砂崩れ。
阿蘇大橋崩落。・自治体庁舎被害拡大（宇土市役所半壊、八代市役所倒壊の恐れ、益城町役場
立入禁止）
10日後：激甚災害（本激）に指定される。・重症のエコノミークラス症候群の患者が多発。

【内閣府】予備自衛官の招集を閣議決定

【気象庁】大雨警報・注意報の発表基準（土壌雨量指

数基準）ならびに土砂災害警戒情報の発表基準を暫

定的に引き下げた運用を開始

【文科省】災害リスク情報利活用システムのよる業務

支援

【環境省】災害廃棄物の処理事業及び廃棄物処理施

設の復旧事業に対する、「災害等廃棄物処理事業費

補助金」及び「廃棄物処理施設災害復旧事業費補助

金」による財政支援措置の存在を通知

【金融庁】金融機関、生命保険各社、損害保険各所、証

券各社への措置（被災者に対応するための環境整備、

緩和措置（猶予措置、事務簡素化など）

【厚労省・文科省】保険証紛失ケースの医療機関の受診

が可能となるよう措置

◆日本郵政、災害救助法の適用地域に、被災者の貯金

等の非常取扱い、保険料の払込猶予期間の延伸、保険

金の非常即時払等の非常取扱い、ゆうちょ貸付金の非

常即時払利率の減免（年利0％）

◆日本政策投資銀行、商工中金、災害相談窓口を設

置
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

物資・ボランティア 相談窓口

16 土 曇時々晴れ 24.5

13.1
震度1以上は1223回、うち震度5弱以上は11回、最大

震度は震度7(累計1567回)

3
4

01：25 M7.3の本震（4/14の地震は前震）が発生。
11市町村17万人に避難指示勧告。
10万戸停電、10.5万戸ガス停止、42万戸断水、九州自動車道7カ所で通行止め。国道8路線（57、
210、443、442、212、325、265、445号）で通行止め。
南阿蘇村で大規模土砂崩れ。阿蘇大橋崩落。
自治体庁舎の被害拡大（宇土市役所半壊、八代市役所倒壊の恐れ、益城町役場立ち入り禁止）。
（気象：大雨警報、暴風警報）

【大分県】災害警戒本部から災害対策本部へ移行

【関西広域連合】現地支援本部設置

【大分県】陸上自衛隊に災害派遣要請

【全国知事会】新潟、東京、神奈川、京都から8人派遣

【指定都市々長会】リエゾンチーム派遣

【韓国】応援チームを派遣

【防衛省】自衛隊員派遣1.5万人、DMATメンバーを輸

送

【総務省】臨時災害用放送局開設準備支援等のため、

九州総合通信局職員を19県市町村

【由布市・日田市・九重町・別府市・玖珠町】自衛隊派

遣要請

【長岡市、兵庫県、福井市】職員派遣(それぞれ6名、3

名、4名）

【政府】被災自治体の要請によらないプッシュ型支援の

実施

【厚労省】ボランティアセンターの開設準備

【経産省】各自治体に毛布、インスタント食品、おむつ、

粉ミルク、衛生用品等の提供要請。 停電中の病院等

に電源車や自家発電用燃料手配。

【指定都市市長会】救援物資輸送

【海上保安庁】三角港八代港熊本港で物資搬送

【福井市】給水車提供

【由布市・九重町・別府市】物資支援要請

【総務省】災害FMの調査開始 宇土市へ移動電源車

貸与5月16日まで 通信機器貸し出し ラジオ配布

◆大分県社協、災害救援本部（ボラセン）立ち上げ職

員派遣

◆四国・中国電力、電源車5台を提供

◆石油元売り各社、連携してタンクローリーによるガソリ

ンスタンドへの供給

11



発災から
日目

月 日 曜日

住居

事業再建 地域づくり

その他

明日への備え

経済・生活

16 土

3

4

災害派遣等従事車両の有料・高速道路の無料開放される。・熊本市民病院の建物
の安全確認できず、入院患者全員を転退院。・熊本県庁に支援物資到着、仕分け発送作業が本
格化。・熊本市内避難者855カ所18.3万人死者42人負傷者1039人。・益城町の車中泊1万人超
被災した要介護（支援）高齢者の介護保険施設等の利用について、定員超過を容認。
10日後：県営住宅での被災者を受け入れ。

【気象庁】雨警報等の基準を暫定的に引き下げ 【国交省】大分空港での航空保安業務24時間化（弾

力運用）

◆ドイツ外務省が熊本県と大分県行きの自粛勧告、在

住者には日本の警察等の指示で行動をするよう要請

との報道

【海上保安庁】三角港八代港熊本港給水支援入浴支援

【財務省】金融機関休日窓口開設（4月29日〜5月1日）

【国交省】熊本空港損壊でターミナルビル閉鎖

九商、熊本フェリー運休。鹿児島本線熊本〜宇土間運

行再開

【海上保安庁】各湊の巡視艇で給水、入浴等

◆南阿蘇村で大規模土砂崩れ 阿蘇大橋崩落 宇土

市役所半壊で機能停止 八代市役所倒壊の恐れで機

能停止 益城町役場立ち入り禁止 熊本・大分県11市

町村約17万人に避難指示・勧告
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

物資・ボランティア 相談窓口

17 日 晴れ一時曇 20.2

12.7
震度1以上は365回、うち震度5弱以上は0回、最大

震度4（累計1932回）

4
4

災害派遣等従事車両の有料・高速道路の無料開放。
熊本市民病院の建物の安全確認できず、入院患者全員を転退院。
熊本県庁に支援物資到着、仕分け発送作業が本格化。
熊本市内避難者855カ所18.3万人死者42人負傷者1039人。益城町の車中泊1万人超。
被災した要介護（支援）高齢者の介護保険施設等の利用について、定員超過を容認。

【政府】地震調査研究推進本部地震調査委員会臨時

会を開催

【内閣府】被災者生活支援チーム発足（復興に関する

連絡調整要員を派遣を派遣）

【防衛省】自衛隊を従来計画から1000人追加し2.6万

人体制とすることを決定

◆関電、大阪ガスが支援団派遣へ

【情報通信研究機構】ディサーナの運用開始、Twitter

情報を分析し、支援物資の需要を見える化

【経産省】停電中の病院や避難所、福祉施設などに、

電源車や自家発電用の燃料を提供
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発災から
日目

月 日 曜日

住居

事業再建 地域づくり

その他

明日への備え

経済・生活

17 日

4

4

・熊本県内自治体がボランティアの受け入れを開始し、ボランティア活動本格化。・
震度1以上の地震が累計2000回を突破。・避難生活が長引きそうな中、アレルギー対応食や生活
不活発病予防にも配慮。・大分空港の弾力運用（24時間化）が解除。
10日後：携帯電話会社大手三社で通信障害が復旧。

九州新幹線、全線運転再開。
保険金等の請求に当たって罹災証明書は原則として不要である旨を周知。

【厚労省】高齢者の介護保険施設等の定員超過を認め

る

◆益城町車中泊10,250人

【外務省】外国人課災害時情報共有用facebookペー

ジ開設

【内閣】即応予備自衛官の招集決定

【内閣府】地震原因を布田川断層帯によると公表

【気象庁】益城町で臨時震度観測点の運用開始

【総務省】主要通信事業者に復旧要請、熊本・大分県

を航空機観測しデータ公開

【総務省】航空機SAR(Pi-SAR2)観測を実施、情報通

信研究機構(NICT)HPにて詳細な画像データを一部公

開

【金融庁】特設サイトで、被災者の生活支援等に関する

情報提供

【厚労省】ハローワークの会長状況告知

【経産省】電気・ガスの災害特別措置を認可（料金の支

払い時期の延長夜免除）

【国土地理院】熊本県各地で地理計測開始

【熊本市】市民病院の建物の安全確認できず入院患者

全員を転院又は退院

【財務省】普通交付税に繰り上げ交付、必要な予備費の

執行

【厚労省】災害により被災した要介護（支援）高齢者の介

護保険施設等の利用について介護保険施設の定員超

過を容認

◆災害派遣等従事車両の有料・高速道路の無料開放

（〜6月30日）
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

物資・ボランティア 相談窓口

18 月 曇時々雨 16.9

震度1以上は224回、うち震度5弱以上は1回、最大
震度は震度5強（累計2156回）

5
4

熊本県内自治体がボランティアの受け入れを開始し、ボランティア活動本格化。
震度1以上の地震が累計2000回を突破。
避難生活が長引きそうな中、アレルギー対応食や生活不活発病予防にも配慮。

【中小企業庁】総合中小企業対策本部を設置 【総務省】内閣官房兵谷氏、政治資金適正化委員会

今長氏を熊本県、自治行政局田中氏を大分県に派遣

【総務省】九州・山口県災害時応援協定に基づく担当と

して、宇土市に長崎県、御船町に山口県を派遣

【東京都】19人派遣

【神奈川県】県警25人、DMAT2人、DPAT5人、

DMAT10チームを派遣

【横浜市】がれき処理支援職員2人、保健師など3人を

派遣

【福島県・静岡県】連携して職員10人派遣

【山形県】DMAT5人派遣

【大分県】情報連絡員（1～2名/組）を大分県内全市

町村に派遣。災害時緊急支援隊（5名/組）を別府市と

由布市に派遣。

【熊本県】災害救援物資の物流に民間事業者を活用

◆熊本県内でボランティア受け入れ開始

◆アレルギーの子ども向けに「対応食」配布も

【総務省】被災者への行政相談の受付について公表

【総務省】九州総合通信局内に特別相談窓口（情報通

信関係）を設置

【経産省】下請かけこみ寺に「特別相談窓口」を設置

10.1
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発災から
日目

月 日 曜日

住居

事業再建 地域づくり

その他

明日への備え

経済・生活

18 月

5

4

・生存率が一気に下がる「72時間」迫る中、懸命の捜索続く。・熊本空港に再開第
1便到着。・九州道では緊急車両が一部通行可能に。・余震が相次ぎ、阿蘇市の一部に避難指示。
熊本市東部地区では漏水被害多く、水の復旧は見通し立たず。・ボランティアセンター開設・募集相
次ぎ、ボランティア活動活発化。・大分県では、事業者、仕事に関する相談対応開始。大分空港の
弾力運用が解除。住民基本台帳事務の取扱いについて通知（転出証明書を持たない被災地から
の転入届の受理）。
10日後：航空保安業務拡大運用24時間の提供終了。

民間空室や公営住宅等の提供進む。
自衛隊が熊本市災害ごみの回収開始。タブレット端末による物資管理運用開始。

【福岡県】県営住宅を被災者に無償提供（6ヶ月） 【国交省】国道57号の代替路が開通

【大津町】役場が使用不能に

【熊本市】配水区13のうち7ブロック（24.7万世帯）で試

験的通水開始

【大分県】臨時休校36校

【熊本市】99・7％「通水」 水圧低く出ない家

◆ＪＲ熊本－八代間、運行再開

【文科省】被災した児童生徒等について、学校への受入

れ、教科書の無償給与、入学料等や就学援助、就学支

援金、奨学金等の弾力的な取扱・措置、修了認定や補

充のための授業等への配慮、心のケア等の取組通知

【厚労省】避難生活に伴う生活不活発病の予防で資料・

マニュアルを都道府県に送付(老健局)

【厚労省】社会福祉法人の寄付金（義援金）支出を可能

とする特例措置

【経産省】電気の災害特別措置を認可（料金の支払期

日の延長、電気料金の免除等） 、ガスの災害特別措置

を認可（料金の支払期限の延長等）

◆日本損害保険協会が、自賠責保険の継続契約の締

結手続（最長1ヶ月）、自賠責保険に係る保険料の払込

猶予（6ヶ月）

◆全銀協、地銀協、第二地銀協、全信協、全信中協が、

特定の義援金口座への振込みに係る会員各金融機関

の間での手数料の無料化を決定
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

物資・ボランティア 相談窓口

19 火 晴れ 22.4

7.1
震度1以上は170回、うち震度5弱以上は2回、最大

震度は震度5強（累計2326回）

6
4

生存率が一気に下がる「72時間」迫る中、懸命の捜索続く。
熊本空港に再開第1便到着。九州道では緊急車両が一部通行可能に。
余震が相次ぎ、阿蘇市の一部に避難指示。熊本市東部地区では、漏水被害多く、水の復旧は見通
し立たず。ボランティアセンター開設・募集相次ぎ、ボランティア活動活発化。
大分県では、事業者、仕事に関する相談対応開始。住民基本台帳事務の取扱いについて通知。
（転出証明書を持たない被災地からの転入届の受理）
大分空港の弾力運用が解除。

【金融庁】金融機関のニーズを把握するための情報収

集体制を整備

【総務省】要員派遣を開始

【総務省】九州・山口県災害時応援協定に基づく担当と

して、阿蘇市に宮崎県と長崎県、西原村に佐賀県、南

阿蘇村に大分県、嘉島町に静岡県と福島県、益城町に

福岡県と関西広域連合を派遣

【金融庁】 被災者生活支援チームへの派遣

4月20日から5月6日までの間、当庁職員2名を嘉島町、

八代市に派遣。

【文科省】熊本県教育委員会からの派遣要請を受け、

応急危険度判定士を中心に、のべ 21 名の職員等を

派遣し、応急危険度判定を実施（5月2日まで）

【大分県】県職員等31名を南阿蘇村へ派遣

【国交省】熊本空港再開（小型機材のみ）

【国交省】熊本県内すべての港湾施設

【国交省】特殊車両通行許可の迅速化（最優先化）

【大分県】掃海母艦「ぶんご」より支援物資受領（呉港

→佐伯港）

【南阿蘇村】災害ボランティア募集

◆菊池市社協、災害ボランティアセンター開設

◆オスプレイ、初の災害支援 南阿蘇村に物資輸送

◆車いす避難、熊本学園大が受け入れ。学生ら活躍

【大分県】中小企業相談窓口設置

【児童相談所】県内3児相が電話相談受付
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発災から
日目

月 日 曜日

住居

事業再建 地域づくり

その他

明日への備え

経済・生活

19 火

6

4

・熊本地震による停電解消（報道）。・熊本市が一般からの支援物資の受入れ抑制
を願い出。・被災宅地危険度判定の実施へ。・災害情報共有にSNSを活用。
10日後：大分県中部でM4.4、震度5強の地震発生。対策本部⇔警戒本部で移行慌ただしい。

仮設住宅の着工開始。
九州自動車道が全線開通するなど、道路の復旧進む。

【総務省】住民基本台帳事務の取扱いについて通知

（転出証明書を持たない被災地からの転入届の受理）

【国交省】全国の自治体に空き公営住宅の被災者に対

する解放を要求

【国交省】大分空港の弾力運用解除

【法務省】5月11～15日に実施される司法試験の福

岡市試験地希望者のみ受験地変更を認可

【大分県】臨時休校32校

【熊本市】水不足の避難所

◆避難所で1歳前後の食べ物確保困難

◆高齢者のエコノミー症候群 周りが目配りを

◆ＪＲ熊本－八代間、運行再開

◆龍田西小の避難所住民1000人を移送へ

◆ノロウイルス感染3人

【厚労省】熊本地震に伴う介護サービス事業所の

人員基準等の取扱いについて

◆外食チェーン徐々に再開。余震警戒人手不足も

【神戸市】益城町の廃棄物処理を支援

【経産省】熊本県内における営業中SSについて公表

【熊本市】熊本シティエフエムに臨時災害放送局開設

【文科省】被災した生徒等に関する高等学校等就学支

援金の具体的な取扱いに係る事務連絡を都道府県・各

国立大学法人等高等学校等就学支援金担当宛に発出

【文科省】被災地域の児童生徒等の就学機会の確保等

について取組を促す通知を、附属学校を置く各国立大

学長宛てに発出

①義務教育段階における教科書の取扱い、 ②幼稚園、

高等学校及び特別支援学校等における入学料等の取

扱い、 ③就学援助等について、④高校生等への修学支

援、⑤課程の修了の認定等について、⑥補充のための

授業等について、⑦心のケアを含む健康相談等の充実

◆日本郵政、被災者が差し出す郵便物の料金免除（～

5/18）、郵便はがきの無償交付（～5/25）

◆日本郵政、救援等を行う団体に宛てた災害義援金を

内容とする現金書留郵便物の料金免除（～

6/30→10/31まで延期）
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

物資・ボランティア 相談窓口

20 水 晴れ時々薄曇 25.2

8
震度1以上は145回、うち震度5弱以上は0回、最大

震度は震度4（累計2471回）

7
4

熊本地震による停電解消（報道）。
熊本市が一般からの支援物資の受入れ抑制を願い出。
被災宅地危険度判定の実施へ。
災害情報共有にSNSを活用。

【熊本市、熊本県】被災宅地危険度判定実施本部を設

置

【内閣府】国の職員25名を派遣

【国土政策研究所】13人を派遣（下水道、河川、公園、

空港、道路などの損壊調査と対策の検討）

【熊本市】一般からの支援物資の受入れ抑制の願い出

【総務省】地方団体以外の募金活動を行う団体（日本

赤十字社など）が収受した義援金が最終的に被災地方

団体等にされる場合ふるさと納税として取り扱う旨通知

◆南阿蘇村社協、災害ボランティアセンター設置（避難

所の運営と救助物資の仕分け等）

【金融庁】熊本地震金融庁相談ダイヤル

【大分県】農業水産施設を対象とした相談窓口を設置
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発災から
日目

月 日 曜日

住居

事業再建 地域づくり

その他

明日への備え

経済・生活

20 水

7

4

・エコノミークラス症候群や災害ごみの分別を呼びかけ（報道）。・被災自治体庁舎
の移転が始まる。・公営住宅の受け入れ開始。・中小企業者向けの支援が本格化。
10日後：熊本県内外のボランティアの活動が連休で本格化。

JR豊肥線や南阿蘇鉄道など鉄道の復旧が遅れる。

【総務省】地方公務員共済組合宿泊施設で被災者を

受け入れ

【外務省】Facebookの災害情報共有用ページに寄付

に関する情報等掲載

【農水省】被災地で譲渡・販売される食品へのアレル

ギー表示義務付けの緩和

【経産省】小規模企業共済災害時貸付の無利子化、貸

付限度額引き上げ、償還期間の延長等を実施

【熊本市】市電全線で運行再開

【福岡市・京都市・広島市】廃棄物運搬・回収を支援

◆JR九州：新幹線一部運転再開

【金融庁】金融商品取引法に基づく開示書類（有価証券

報告書、四半期報告書、半期報告書）の提出期限延長

を可能に

【文科省】大学等に対して被災した学生への配慮を求め

る通知発出

◆生命保険各社、災害救助法の適用地域に居住する

保険契約の契約者貸付利率を減免
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コラム

要点

災害への対応は、自治体の責務です。自分のまちを一刻も早く日常に戻

すという使命は、職員が個々に、また、組織体として持っています。もし、自

分のまちに大災害が起きたら、自分はどんな行動を起こして、どんな仕事

を課しているだろうか。そういう空想はいつでもできるのですが、そういう想

像の中からは、最終的な自治体の復興の姿を見通すことはとても難しいの

ではないでしょうか。

地震に限らず、”空想ではない”本当の現場では、発災の瞬間から、自治

体には沢山の「仕事」が舞い込んできます。職場に参集した職員は、初速

度マックスで、およそ経験したことのない災害対応という作業に追われ、大

量に集まってくる要求に、正しく対応していくことが求められ、それは大災害

になればなるほど、増大かつ複雑になっていきます。熊本地震においては、

被災した熊本市役所の職員自身、自身及び家族の身体・財産の保護に

加え、職責であるまちの復旧に奔走する姿を見ました。そんなダメージを受

けている状況の中、彼らは、本当によく働いています。突き動かすエナジー

は何なのか、自治体職員としてのプライドと意地、そして何より、このまちの

将来に対する責任を何よりも強く背負っているように見えました。

➢ 災害復旧とい

う自治体の責

務

➢ 災害対応の現

場では

地震後の出来事を記録したこの日誌は、マニュアルの無い中で対応してきた
被災自治体の経験を、来たるべき災害に対する全国の自治体職員の個々の
覚悟に変えられるものと考えます。

情報の共有による知識の備えは、災害への備えとしてとても重要です。

自治体の対応について
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コラム

自治体

熊本地震の100daysのほか、阪神、東日本では1000daysについても発災

後の出来事の記録があります。それらによって、マニュアルの無い中で対応

してきた被災自治体の日々の経験が、全国の自治体職員の個々の覚悟に

変えられる。そして、そのことは、いざ災害対応となった現場の忙しさを軽減

することに繋がるものと考えています。

大災害時には、被災地のみならず、全ての自治体がどのような行動を、い

つ起こすべきか、日本の自治体が想像の域の現場をどれだけ自分のものと

し、具体的な作業を想定できているかにかかっています。必要な援助を絶妙

なタイミングで行い、被災地の職員に休息を与えることも含め、戦略的に進

めていく。そんな自治体連携が進めば、復興スピードはより速まっていくもとの

考えらえます。 （4期生・自治体職員）

➢ 自治体の災害
対応能力の確
保

自治体の対応について

【引用文献】

◆熊本地震を踏まえた応急対策・生活支援策検討WG資料（内閣府）
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

21 木 大雨、雷を伴う 21.5

15.3
震度1以上は93回、うち震度5弱以上は0回、最大震

度は震度4（累計2564回）

8

エコノミークラス症候群や災害ごみの分別を呼びかけ（報道）。
被災自治体庁舎の移転が始まる。
公営住宅の受け入れ開始。
中小企業者向けの支援が本格化。
（気象：大雨土砂災害警報、大雨、洪水、暴風警報）

・大分県で災害義援金及び寄附金の募集開始。・糖尿病患者への相談窓口設置。
・損保各社が保険金請求手続き、損害査定手続きを簡素化。・全国市長会が応援職員派遣開始。
10日後：熊本市内で学校以外の避難拠点が開設。益城町、西原町で罹災証明書申請受付開始。
熊本市で小中学校が再開、南阿蘇村等では無料通学バス運行等、生徒への対応本格化。

【九州各県・山口県】南阿蘇村に全

国知事会、菊池市に長崎県、菊陽

町に福岡県と関西広域連合、大津

町に関西広域連合を割り当て（九

州・山口県災害時応援協定に基づ

く支援対応）

【山都町】災害ボランティアセンター

総合相談窓口を設置してボラン

ティアに関する相談対応。当初は

町内からのボランティアのみ受付

◆益城町社協、ボランティアセン

ター設置

【中小企業庁】中小機構の現地支

援拠点を開設（中小企業・小規模

事業者向けの各種支援策や経営

に関する無料相談窓口）

【熊本県・熊本市】公営住宅の受け

入れ開始（熊本県70戸、熊本市

250戸）

◆日本郵政、かんぽの宿阿蘇で被

災者を受け入れ

【総務省】地方税申告期限延期と

減免措置について通知

【法務省】登記済証・登記識別情

報通知書を紛失した場合の対応を

公表

◆必要書類を持参できない場合の

日本郵政、年金・恩給、国税還付

金等の支払いに対応（～6/17）

◆全銀協、返済困難な場合の個人

信用情報の取扱いなどを公表

【中小企業庁】「中小企業者向け支

援策ガイドブック」を作成

【中小企業庁】中小企業経営承継

円滑化法に基づく申請書・報告書

を期限内に提出できない方の提出

期限を延長

【北九州市・大分市】廃棄物処理

受け入れ

◆災害廃棄物の分別呼びかけの

報道

◆JR九州、熊本－八代間、運行再

開

【八代市】千庁支所へ庁舎移転

【宇土市】市民体育館へ庁舎移転

【大津町】近隣町施設へ庁舎移転

【益城町】保健福祉センターへ庁舎

移転

【熊本市】被災した住宅の文化財や

古文書を保全するよう呼び掛け（市

立熊本博物館）

◆エコノミークラス症候群への注意

喚起の報道

4
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

22 金 晴れ時々薄曇 23.7

15.5
震度1以上は84回、うち震度5弱以上は0回、最大震

度は震度4（累計2648回）

9

【益城町】被災宅地危険度判定実

施本部を設置

大分県で災害義援金及び寄附金の募集開始。
医療機関等による糖尿病患者への相談窓口設置。
損保各社が保険金請求手続き、損害査定手続きを簡素化。
全国市長会による応援職員の派遣開始。

避難所でノロウィルスに集団感染。首相が南阿蘇村などを視察。下水道処理施設の
調査が概ね終了。西原村が仮設住宅建設へ（来月着工）。川沿い等の地域で液状化発生が判明。
10日後：法務省が、被災者に関する相続、登記、破産等の手続きについての対応を公表。

被災者の「心の相談ダイヤル」「健康相談ダイヤル」の設置で、心身のケアが始まる。

【九州各県・山口県】山都町に宮崎

県を割り当て（災害時応援協定）

【全国市長会】全国各市区からの

応援職員の派遣を開始

【総務省】食料支援チームに九州

総合通信局から5名派遣

【厚労省】国立病院機構熊本医療

センターと熊本赤十字病院へ小児

科医を派遣

【大分県】災害義援金及び寄附金

の募集開始

◆全銀協、義援金口座宛て振込

手数料の無料扱い

◆日赤大分県支部、県共同募金

会、義援金の募集開始

◆熊本市社協、菊陽町社協、大津

町社協、合志市社協、災害ボラン

ティアセンター開設

【熊本県】不明者相談電話を開設

【厚労省】被災した学生の相談窓

口開設

◆熊本大学医学部附属病院 糖

尿病・代謝・内分泌内科、熊本県

糖尿病対策推進会議、NPO法人ブ

ルーサークル2050、「熊本地震で

被災された糖尿病患者様向けの相

談窓口」設置

【厚労省】厚生年金保険料等に関

する納期限の延長措置（熊本県）

【文科省】高等学校卒業程度認定

試験の出願期間を延長（熊本県）

【大分県】県制度資金の災害復旧

融資の融資条件を緩和

◆損保各社、被災者からの保険金

請求手続き、損害査定手続きの簡

素化を実施

【厚労省】災害による企業の事業活

動縮小に伴う、雇用調整特別助成

金の交付を通達

【中小企業庁】小規模事業者持続

化補助金など公募中の補助金につ

いて、災害救助法適用地域の事業

者への公募期間を延長。

【中小企業庁】共済事業を行う事

業協同組合及び協同組合連合会

へ、被災者への対応要請

【環境省】廃石綿やPCB廃棄物混

入災害廃棄物、被災パソコンや家

電リサイクル法対象品目の処理、

被災建築物等の建設リサイクル法

上の取扱について

【総務省】G空間防災システムを活

用した情報提供を開始

【厚労省】復旧作業者に対する安

全、健康対策用品等無償配布

4
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

曇のち雨 18.3

13.9
震度1以上は64回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度3（累計2712回）

10

【気象庁】熊本港で臨時の津波観

測点の運用を開始

【九州総合通信局】JOYZ0P－FM

（こうささいがいエフエム）の超短波

放送局の免許を付与

避難所でノロウィルスに集団感染。
首相が南阿蘇村などを視察。下水道処理施設の調査が概ね終了。
西原村が仮設住宅建設へ（50戸、来月着工）。川沿い等の地域で液状化が発生との報道。
被災地の通れる道案内 専用サイトサービス開始。

・熊本市など8市町で「一部損壊」を対象に罹災証明書発行。
10日後：環境省が災害廃棄物処理事業で家屋解体費用なども補助対象化。

【首相官邸】首相が南阿蘇村などを

視察

【九州各県・山口県】宇土市に沖縄

県を派遣（災害時応援協定）

【西原村】仮設住宅建設へ まず

50戸、来月着工と決定

【国交省】下水道処理施設の調査

が概ね終了、通常通り使用

◆熊本市内の川沿い数十か所で

液状化が発生の報道

【消防庁】南阿蘇中学校からノロウィ

ルス（疑いを含む）患者（計17名）

の救急搬送を実施

◆被災地の通れる道案内 専用サ

イトサービス開始

4 23 土

25



発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

日 曇時々雨 18.5

13.6
震度1以上は57回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度3（累計2769回）

11

【熊本8市町】罹災証明書発行

「一部損壊」対象に

【熊本市】「水が出ない」専用コール

センター開設

熊本市など8市町で「一部損壊」を対象に罹災証明書発行。

・激甚災害（本激）の指定。・重症のエコノミークラス症候群の患者が多発。
10日後：前日までの雨影響により、阿蘇大橋付近の西側斜面で新たな崩落発生。

◆西原村社協、災害ボランティア

センター設置、27日から受け入れ

【経産省】小規模事業者持続化補

助金などの申請期限延長を決定

【環境省】災害廃棄物を分類して、

保管場所に持ち込むよう指示

◆災害廃棄物の回収が追い付か

ず車両通行の妨げに

◆空き巣防止で自警団が巡回

【消防庁】南阿蘇村の避難所からノ

ロウィルス（疑いを含む）患者（計2

名）を救急搬送

4 24
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

25 月 雨時々曇 19.8

15.3
震度1以上は48回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度4（累計2817回）

12

【九州総合通信局】JOYZ0Q-

FM(みふねさいがいエフエム)に対し

て、超短波放送局の免許を付与

【西原村】被災宅地危険度判定実

施本部を設置

激甚災害（本激）の指定。
重症のエコノミークラス症候群の患者が多発。

・大分県で、県営住宅での被災者を受け入れ。
10日後：益城町が仮設住宅160戸建設に着手。

南阿蘇村立野地区で新たな斜面崩落確認。

【総務省】熊本県、大分県に1名ず

つ要員派遣。職員派遣は13市町

に対して派遣

【宇土市】陸前高田市から被災支

援物資

【宇土市・甲佐町】災害ボランティア

センターを開設

【経産省】熊本県よろず拠点で、相

談窓口を設置し、電話相談や面談

に無料・回数制限なしで対応。既に

1,300件を超える相談あり。融資の

返済スケジュールの変更、資金繰

り、事業再開、従業員のことなど何

でも御相談可。

【総務省】災害専用フリーダイヤル、

行政苦情110番のお知らせ

【福岡財務支局】被災者への国家

公務員宿舎の提供 福岡県に対し

て無償で

【益城町】仮設住宅2000戸建設へ

◆日本郵政、益城町総合運動公

園内で車両型郵便局が営業実施

◆生命保険各社、事情等により直

ちに入院できなかった被災者の入

院給付金について、ケガをした日か

ら入院を開始したものとする特別取

扱いを実施。また、被災地の融資

先（法人・個人）からの返済条件変

更等の相談対応を実施。

【厚労省】雇用保険の特例措置を

適用

【厚労省】熊本県を対象に労働保

険料等の申告・納期限の延長告示

【経産省】被災事業者への返済猶

予支援

【大分県】被災企業に対する融資

の返済猶予等を金融機関に要請

◆商工中金、利子補給制度（災害

復旧資金）の取扱開始

【大分県】風評被害対策を国に要

望

【内閣府】激甚災害（本激）の指定

【熊本県】重症のエコノミークラス症

候群の患者が35人（うち1人死亡）

と発表

【厚労省】障害者（児）及び高齢者

が 預金通帳を紛失した場合等にお

ける預金の払戻しについて

【国交省】国道442号規制解除

【国交省】国の施設の点検終了、通

常通り運用開始

4
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

26 火 曇 26.3

16.1
震度1以上は41回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度3（累計2858回）

13

【厚労省】労働条件、安全衛生、労

働保険、労災補償等に関する震災

関連相談窓口を、熊本労働局及び

管下の全労働基準監督署に開設

大分県が、県営住宅での被災者を受け入れ。

・九州新幹線、全線運転再開。・携帯電話会社大手三社で通信障害が復旧。
・保険金等の請求に当たって罹災証明書は原則として不要である旨を周知。
10日後：・内閣府は熊本県熊本地方を震源とする地震に係る現地調査報告を発表。

・熊本市城東小の避難所で集団食中毒31人発症、嘔吐や腹痛で集団食中毒の疑い。

【国交省】熊本県内の災害ボラン

ティアの高速道路利用料金の無料

化

◆福島のキッチンカー 熊本でも活

躍

◆ネパール人団体、恩返しのカ

レー、炊き出し支援

【大分県】県営住宅7戸で被災者受

け入れ

【財務省】確定申告分の振替納税

への特別対応

【厚労省】被災した高齢要援護者

への対応及びこれに伴う特例措置

【経産省】セーフティネット4号を指

定している熊本県に加えて、大分

県全域まで拡大

◆信用保証協会、通常は融資額の

80%を保証から、全額100%保証へ。

融資額の上限は、2億8,000万円

（熊本県、大分県が対象）

◆日本政策金融公庫・商工中金、

融資は、金利が0.9%低下（1,000

万円、3年間まで）。

【防衛省】瓦礫除去 熊本市、阿蘇

市、西原村、南阿蘇村、南小国町

【環境省】損壊家屋等の解体・撤去

を行う場合の留意事項を周知

【宇土市】市役所庁舎が損傷し倒

壊の恐れで立ち入り禁止区域へ

【国交省】阿蘇地域道路寸断影響

長期化

◆九州自動車道、八代－嘉島開

通

4
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

27 水 雨時々曇 21.5

17.9
震度1以上は49回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度3（累計2907回）

14

携帯電話会社大手三社で通信障害が復旧。
九州新幹線、全線運転再開。
保険金等の請求に当たって罹災証明書は原則として不要である旨を周知。

・熊本空港の航空保安業務拡大運用24時間提供終了。・民間空室や公営住宅等
の提供進む。・自衛隊が熊本市災害ごみの回収開始。・タブレット端末による物資管理運用開始。
10日後：熊本市の市営住宅の引き渡し開始。自宅全半壊で 「当面帰宅困難」2000人。・熊本市

は、ボランティアが激減で関係者に継続的支援を呼びかけ。

【文科省】ボランティア活動を希望

する学生に対して、①修学上の配

慮、②安全確保及び情報提供を依

頼する通知を、各国公私立大学長、

各国公私立短期大学長、各国公

私立高等専門学校長宛てに発出

【総務省】物資一元管理のため避

難所にタブレット端末導入

【西原村】災害ボランティアセンター

暴雨によりボランティア受入れ中止

【熊本市】住宅損壊1万棟超

◆損害保険協会・生命保険協会、

保険金等の請求に当たって罹災証

明書は原則として不要である旨を

周知

【厚労省】被災者の医療機関等で

の受診の際の負担猶予

◆日本郵政、かんぽ保険、入院で

きず（退院し）避難所等で療養した

場合に、医師の証明書を提出する

ことで本来必要であった入院期間

について入院保険金を支払い

【中小企業庁】被災地域の中小企

業・小規模事業者に対して、官公

需における一層の受注機会の増大

を図るため、各府省等、都道府県

知事、人口10万人以上の市及び

特別区の長に対して適切な納期・

工期の設定及び迅速な支払、地域

中小企業の適切な評価等の配慮

を要請。

【総務省】被災地支援宝くじ、収益

金（約40 億円）を被災団体に配分。

◆九州新幹線、全線運転再開

◆熊本空港、8割の旅客便で再開

【環境省】熊本市内の「がれき等」

の置き場などについて市民指示

◆携帯大手3社の通信障害が復旧

【熊本市教委】学校134棟危険判

定

◆熊本都市圏、ガス復旧完了

4
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

28 木 曇一時雨 19.7

13.3
震度1以上は52回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度4（累計2959回）

15

【熊本市】「福祉避難所」ようやく機

能

【大分県】県災害対策本部から県

災害警戒本部へ移行

航空保安業務拡大運用24時間の提供終了。
民間空室や公営住宅等の提供進む。
自衛隊が熊本市災害ごみの回収開始。
避難所の物資ニーズを速やかに把握し届けるためのシステムとタブレット端末を配備、本格運用開
始。

・大分県中部でM4.4、震度5強の地震発生。対策本部⇔警戒本部で移行慌ただ
しい。・仮設住宅の着工開始。・九州自動車道が全線開通するなど交通インフラの復旧進む。
10日後：熊本県がグリーンロードを暫定県道に。（益城～南阿蘇）

【復興庁】益城町・熊本市に職員派

遣。被災状況、避難所の状況把握、

ＮＰＯ関係者から情報収集

【文科省】熊本県教育委員会から

の要望を踏まえ、45 人分の教員

加配を追加措置

【文科省】ボランティア活動を希望

する専修学校・各種学校の生徒に

対して、➀修学上の配慮、②安全

確保及び情報提供を依頼する通

知を、各専修学校及び各種学校宛

てに発出

【総務省】避難所の物資ニーズを速

やかに把握し届けるためのシステム

とタブレット端末１０００台を民間の

協力で配備、本格運用開始

【厚労省】熊本労働局におけるゴー

ルデンウィーク期間中の対応告知

◆県消費生活センターなど、緊急

無料相談会

【経産省】ガスの需要家が、供給区

域内または他の供給区域に移転す

る場合等の特別措置の認可

【国交省】約1,290戸の民間空室を

順次提供

【国交省】全国公営住宅等で

10,050戸を確保、443戸入居決定

熊本県内では、計496戸を確保

【熊本市】市営住宅、倍率10倍超

【総務省】地方公共団体やNPO 等

向けに「被災者の生活再建と被災

地の復興に向けた通信・放送利用

の施策Web ガイド」を公表

【厚労省】ケアマネジャー・サービス

事業者に対し、被災者に介護保険

サービスを提供する際の柔軟な制

度運用について事務連絡

【熊本市】学校再開へ家庭訪問

【経産省】実施団体（全国商工会

連合会、日本商工会議所）に対し

要小規模事業者経営改善資金融

資制度の運用の柔軟化を要請

【自衛隊】熊本市災害ごみ回収開

始

【国交省】国道265号規制解除

【国交省】航空保安業務拡大運用

24時間提供終了

◆専門チーム、被災者に「心のケ

ア」、巡回本格化

4
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

29 金 快晴 22.2

9.7
震度1以上は33回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度3（累計2992回）

16

【大分県】県災害警戒本部から県

災害対策本部へ移行（15:03）

【大分県】県災害対策本部から県

災害警戒本部へ移行（21:00）

大分県中部でM4.4、震度5強（15:09）の地震発生。対策本部⇔警戒本部で移行慌た
だしい。
仮設住宅の着工開始。
九州自動車道が全線開通するなど、道路の復旧進む。

・熊本県内外のボランティアの活動が本格化。
・JR豊肥線や南阿蘇鉄道など鉄道の復旧が遅れる。
10日後：大分道の全面復旧など道路の復旧や対策が進む。

◆ボランティア、「こども食堂」開設、

被災者支援バーベキューも

◆福島のボランティア、「芋煮」炊き

出し

【熊本県】仮設住宅の建設着工（1

期分100戸）

【厚労省】Twitterで保険証なしの

医療機関受診、及び介護保険証な

しの介護サービス利用の周知

◆日本郵政、熊本県内の7の郵便

局でＡＴＭの取扱時間を延長

【国交省】九州自動車道全線開通、

国道325号道路規制解除（南阿蘇

村）、道路規制解除

◆ＳＬ人吉、復活の黒煙として運行

再開

4
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

30 土 快晴 23.9

9
震度1以上は32回、うち震度5弱以上は0回、最大震

度は震度3（累計3024回）

17

熊本県内外のボランティアの活動が連休で本格化。
JR豊肥線や南阿蘇鉄道など鉄道の復旧が遅れる。

・熊本市内で学校を以外の避難拠点が開設。・益城町、西原町で罹災証明書申
請受け付け始まる。・熊本市で小中学校が再開、南阿蘇村等では無料通学バス運行が始まる。
10日後：環境省は家屋の解体撤去を被災者の負担なしでできる補助制度を拡大。・内閣府は、国
または都道府県が、災害復旧事業等を代行できるように閣議決定した。

◆県内外ボランティア、連休返上で

被災地へ

【厚労省】建物損壊のリスクのある

医療機関(8カ所)を発表

◆JR豊肥線（肥後大津～豊後萩）

復旧のめどたたず

◆南阿蘇鉄道、復旧のめどが立た

ないことを発表

4
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コラム

要点

「くまもと」のために何か役に立てばと、地震発生から約1ヶ月経過した5

月の半ばに熊本市に入った。ボランティアセンター（VC）は交通至便な場

所にあり、平日・雨にもかかわらず9時の受付開始前から既に100人以上

のボランティア（V）が集まっていた。

ところが、待てど暮らせど仕事が割り当てられない。雨のために依頼の

キャンセルが多いのに加え、女性・高齢者の個人宅の片付け依頼が多い

ので女性Vの指名ばかり。結果、大半を占める男性Vにはなかなか仕事が

割り当てられなかった。

待つこと1時間半、仕事が割り振られてさらに1時間ほどかけて依頼者宅

にようやくたどり着いたのがお昼少し前。すると、依頼者（中年の女性）、「連

絡もなくなかなか来ないので殆ど自分で終わらせた」とのこと。

申し訳程度に残った重いコンクリート片などを4人のメンバー各々一つづ

つ震災ゴミ集積所に運び終了。その間正味5分。その後VCに戻り全て終

了したのが13時前。

拍子抜けする中、会話を交わしたV仲間の神戸から来たという男性によ

れば、その前日に行った益城町は被害がとてもひどく男性のマンパワーは

「いくらでも必要」とのことであった。しかし、車がない彼はこの日のうちに神

戸に帰る必要があったので、公共交通機関が便利な熊本市に来たとのこ

と。「これほどニーズがないなら益城町に行くべきだった」と漏らした言葉に

不謹慎ながらも頷いてしまった。

以上の経験から、県外から来た男性Vの立場として、「熊本市で人（男

性）が余っているなら、益城町に予め誘導したり、ニーズに対する当日の集

まり具合をみて急遽回すということはできなかったのか？」という素朴な疑

問をもった。

➢ 交通が便利な
場所に集まり
やすい

➢ サービスの
ニーズと供給
のミスマッチ

➢ 被災自治体間
におけるニー
ズのギャップ

早期の復旧、そして復興段階の交流人口の拡大までしたたかに見据え、
県外ボランティアのより有効な活用について、都道府県は取り組むべし。

「くまもと」に行った一ボランティアの感想
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コラム
ボランティア

「予め誘導する」とは、被災自治体毎に今どんなニーズがあるのか、おおま

かな情報を開示するということである。上記の例であれば、熊本市内は緊急

性がそれほどでもない家の中の片付けニーズが多かったのに対し、益城町

は力仕事のマンパワーがまだまだ足りなかったということである。

そうした情報は各自治体の社会福祉協議会やVCのHP等を個別で見ても

わかりにくく、一元化した情報源で一覧の上「より詳しくは各自治体の個別情

報を参照」とできれば、県外の者としては、どこに行けばより「お役に立てそう

か」の判断がつきやすい。

また、「急遽回す」とは、例えば熊本市から30分ほどの益城町に、車で来た

Vに移動してもらうよう取り計らう、または、車がないVをマイクロバスで運ぶな

どである。そのようなことをするには、現実には熊本市VCと益城町VC間の連

絡調整をする仕組みが必要と思われる。

しかし市町村レベルでは非日常業務であるVCを運営すること自体で精一

杯であり、このようなことを行うのは無理であろう。私自身、東日本大震災で

もVを経験しそう思う。ならば、広域自治体である県が、市町村を超えた広域

の事務の一環としてもっと存在感を発揮してもいいのではないか、と素人な

がらに感じた。

おそらく県外Vの多くは、熊本市など個別の市町村を意識しているのではな

く、「くまもと」復旧のために役に立ちたいと思い遠くから来ているはずである。

また、そのようにわざわざ時間とコストをかけて遠くから来る人はその後もその

地域のファンや真の協力者になる可能性を秘めている。そのような思いを持

つ人たちに対して市町村毎でしか対応できないために復旧段階においてすら

有効活用できないというのはいかにももったいない。

災害は二度と起きて欲しくないが、日本国内で起きるであろう次の災害に

備え、都道府県のレベルで、早期の復旧のみならず復興後の交流人口拡

大までをしたたかに見据えた県外Vのより有効な活用を可能とする具体的な

体制と計画づくりが、災害時のボランティア対応にノウハウを持つNPO等の助

力を得つつも進められることを、今般の体験の感想から願う次第である。

（８期生・事業継続／承継コンサルタント）

➢ 県外者に対す
る一元的な情
報開示の必要
性

➢ 交通至便な場
所からニーズ
が高い場所へ
の柔軟な配置

➢ 県は、復旧段
階のみならず
復興レベルも
見据えるべし

「くまもと」に行った一ボランティアの感想
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

1 日 晴れ 26.5

12.4
震度1以上は36回、うち震度5弱以上は0回、最大震

度は震度3（累計3060回）

18

【熊本市】拠点避難所開設へ、学

校除く18カ所

熊本市内で学校以外の避難拠点が開設。
益城町、西原町で罹災証明書申請受け付け始まる。
熊本市で小中学校が再開、南阿蘇村等では無料通学バス運行が始まる等、生徒への対応本格化。

・法務省が、被災者に関する相続、登記、破産等の手続きについての対応を公表。
・被災者の「心の相談ダイヤル」「健康相談ダイヤル」の設置で心身のケアが始まる。
10日後：熊本県内全ての小中高校の休校解消。・総務省は、運転免許などの許認可の存続期間の
延長、届出等の義務の猶予、法人破産手続き開始の留保、相続放棄等の熟慮期間の延長を決定。

【国交省】国、応援都県市、（独）都

市再生機構、計108名派遣し、熊

本市、益城町、西原村で被災宅地

危険度判定作業を実施、計5,483

件を調査

【九州総合通信局】家屋認定調査

業務の支援に126人派遣

【厚労省】塩崎大臣が視察（熊本県

熊本市ほか）

◆嘉島町の女性、ランドセルを譲渡

◆熊本地震ボランティアで、支援の

手がミスマッチ

【益城町、西原町】罹災証明書申

請受け付け始まる

【南阿蘇村】立野地区の仮設住宅、

大津町に建設の方針

【熊本市】市内23の小中学校が再

開、避難所と共存も

【南阿蘇村、高森町】熊本市へ無

料通学バス運行へ

◆チッソの廃棄物処分場跡、護岸

役の市道にひび

◆Twitter、感染症予防のための注

意喚起

5
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

2 月 薄曇一時晴れ 27.5

14.1
震度1以上は33回、うち震度5弱以上は0回、最大震

度は震度3（累計3093回）

19

◆労働者健康安全機構、「熊本地

震被災者のための心の相談ダイヤ

ル」「熊本地震被災者のための健

康相談ダイヤル」を設置

法務省が、被災者に関する相続、登記、破産等の手続きについての対応を公表。
被災者の「心の相談ダイヤル」「健康相談ダイヤル」の設置で、心身のケアが始まる。

・環境省が災害廃棄物処理事業で家屋解体費用なども補助対象化。
10日後：自動車検査証の有効期間を再伸長。

・熊本県内の市町村において住民基本台帳に基づく通知の受領が可能になったことが確
認されたことから通常の取扱で処理

【文科省】ボランティア活動を希望

する介護福祉士養成施設等の学

生に対し、柔軟な単位の付与を依

頼する通知

【熊本市】市営住宅申し込み、今日

締め切り

【熊本市】市立小学校13校、市立

中学校10校授業再開

【法務省】会社・法人等の登記の申

請をすべき期間に申請ができな

かった場合でも責任は問われない

こととなる

【法務省】借金等の返済が困難と

なった被災者に対し債務を整理す

る裁判所利用手続きについて通知

【熊本県】県内市町村管理公共土

木施設被害額は約30億円と試算

【法務省】相続人への、延長された

相続放棄等の熟慮期間を延長

（H28, 12．28まで）

5
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

3 火 雨一時曇 21.1

14.6
震度1以上は25回、うち震度5弱以上は0回、最大震

度は震度3（累計3118回）

20

環境省が災害廃棄物処理事業で家屋解体費用なども補助対象化。
（気象：大雨警報）

・前日までの雨の影響により、阿蘇大橋付近の西側斜面で新たな崩落発生。
10日後：特記事項なし

【熊本市】市営住宅、本日抽選、倍

率15.8倍

【環境省】災害廃棄物処理事業の

補助対象拡充（家屋解体費用など

も補助対象）

5

37



発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

4 水 快晴 23.0

12.0
震度1以上は30回、うち震度5弱以上は0回、最大震
度は震度4（累計3148回）

21

前日までの雨の影響により、阿蘇大橋付近の西側斜面で新たな崩落発生。

・益城町が、仮設住宅160戸建設に着手。
・南阿蘇村立野地区で新たな斜面崩落確認。
10日後：特記事項なし

【厚労省】厚生労働省現地対策本

部に職員33人を派遣

◆県内外ボランティア、家屋の片

付け本格化（宇城市）

【熊本市】森都心図書館、水ぬれし

た本を「再生」し6日再開。

◆阿蘇大橋付近の西側斜面が新

たな崩落

◆俵山バイパス、トンネルや橋の損

傷大きく被害深刻

5
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

5 木 薄曇一時晴れ 26.1

13.1

22

阿蘇震源に相次ぎ震度4、津波の心配なし。
益城町が、仮設住宅160戸建設に着手。
南阿蘇村立野地区で新たな斜面崩落確認。
くまモン、きょう活動再開 被災地慰問へ。

・内閣府が熊本県熊本地方を震源とする地震に係る現地調査報告を発表。
・熊本市城東小の避難所で集団食中毒31人発症、嘔吐や腹痛で集団食中毒の疑い。
10日後：特記事項なし

【益城町】仮設住宅160戸建設に

着手

【熊本県】くまモン、きょう活動再開

被災地慰問へ

◆JR九州、豊肥線肥後大津～宮

地間で、9日から代替バス運行

【南阿蘇村など】高齢者施設4割損

傷11カ所利用できず約390人が県

内外の別施設に移る

【熊本市】ストレスで精神不安の子

ども6万人調査へ

◆南阿蘇村立野地区、新たな斜面

崩落確認

5

震度1以上は43回、うち震度5弱以上は0回、最大震
度は震度4（累計3191回）
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

6 雨時々曇 20.5

15.2
震度1以上は26回、うち震度5弱以上は0回、最大震
度は震度3（累計3217回）

23

内閣府が熊本県熊本地方を震源とする地震に係る現地調査報告を発表。
熊本市城東小の避難所で集団食中毒、23人搬送、嘔吐や腹痛で集団食中毒の疑い。

・熊本市の市営住宅引き渡し開始。・自宅全半壊で 「当面帰宅困難」2000人と発

表。・熊本市は、ボランティア激減で継続的な支援を呼びかけ。
10日後：・被災により他の市町村へ避難している被災者に対し、避難元の自治体へ連絡するよう周
知。益城町中央公民館で業務再開。熊本県の被災地、空き巣が多発で注意喚起。

【厚労省】雇用保険の特例措置の

取り扱いの、Ｑ＆Ａをとりまとめ

【内閣府】防災担当相が罹災証明

加速へ応援職員増検討

【中小企業庁】セーフティネット保証

4号の指定地域を鹿児島県まで拡

大

【国交省九州地整】南阿蘇村立野

地区斜面の土砂除去工事に着手

◆トヨタ、3週間ぶり全車両工場稼

働

【厚労省】SNSでエコノミークラス症

候群への注意喚起

【内閣府】熊本県熊本地方を震源

とする地震に係る現地調査報告

【熊本市】熊本市城東小の避難所

で集団食中毒31人発症

◆阿蘇立野病院、裏山、土砂崩れ

の危険のため閉院

◆県民体育祭実行委員会、会場

や道路損傷で体育祭中止を決定

5 金
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

7 薄曇 25.7

18.6
震度1以上は21回、うち震度5弱以上は0回、最大震
度は震度3（累計3238回）

24

熊本市の市営住宅250戸、引き渡し開始。自宅全半壊で 「当面帰宅困難」2000人と

発表。
熊本市は、ボランティア激減で関係者に「継続的な支援を」呼びかけ。
厚労省は、熊本県内病院耐震化率62・6％ 全国7番目の低さと発表。
熊本県の被災地、空き巣が多発で注意喚起。県警に届け出40件。

・熊本県がグリーンロードを暫定県道に。（益城～南阿蘇）
10日後：・益城町、窓口業務が本格再開。

【熊本市】ボランティア激減、関係

者「継続的な支援を」呼びかけ。

【総務省九州総合通信局】御船町

にラジオ20台を追加配布

◆県内大学生の「サイバー防犯ボ

ランティア」がデマ情報を検索し、警

察に通報する取り組み開始

【中小企業庁】熊本県等と連携した

巡回相談・専門家派遣の電話受付

を実施

【熊本市】市営住宅250戸、引き渡

し開始

【熊本市】自宅全半壊で 「当面帰

宅困難」2000人と発表

◆熊本城武将隊、「復興後押し

じゃ」と活動再開

【厚労省】熊本県内病院耐震化率

62.6％ 全国7番目の低さと発表

【熊本県】被災地、空き巣が多発で

注意喚起。県警に届け出40件

◆福岡大教授ら、液状化した宅地

が帯状に連なっていると発表

5 土
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

8 曇のち雨 26.0

16.2
震度1以上は33回、うち震度5弱以上は0回、最大震
度は震度3（累計3271回）

25

熊本県がグリーンロードを暫定県道に。（益城～南阿蘇）

・大分道の全面復旧など道路の復旧や対策が進む。
10日後：・『住宅補修専用・住まいるダイヤル』の設置。

・熊本県内の全ての市町村で転出証明書の発行が可能に。被災住民転出入の住民基本
台帳事務取扱いが通常通りに。熊本市民病院、新患受け付け再開。

◆行政や商工団体、金融機関、中

小企業の再建支援、熊本地震で相

談窓口を開設

【熊本県】グリーンロードを暫定県道

に 益城～南阿蘇

◆熊本城総合事務所、国重文5カ

所全壊し熊本城の建造物の大半に

被害確認

5 日
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

9 雨一時曇 22.1

17.6
震度1以上は26回、うち震度5弱以上は0回、最大震
度は震度3（累計3297回）

26

【文科省】文化庁に「熊本地震文化

財復旧・復興プロジェクトチーム」を

設置

大分道の全面復旧など道路の復旧や対策が進む。

・環境省は、家屋の解体撤去を被災者の負担なしでできる補助制度を拡大。
・内閣府は、国または都道府県が災害復旧事業等を代行できるように閣議決定した。
10日後：・ハローワークを臨時開庁し、雇用調整助成金及び雇用保険の特例に関する相談や職業
相談についての対応を実施。・天皇皇后両陛下が被災地をご訪問。

【総務省九州総合通信局】から益

城町にラジオ200台を追加配布

【熊本市】21避難所に1900人を集

約

【厚労省】雇用調整助成金の更な

る特例を実施

【益城町、南阿蘇村ほか】南阿蘇

中など62校が再開し笑顔で登校

【国交省九州地整】国道325号阿

蘇大橋の災害復旧を国が代行と発

表

◆JR九州、阿蘇地域で代替・臨時

バスが運行開始

◆西日本高速道路、大分道の日

出JCTの復旧をもって、全面復旧

【厚労省】SNSで各機関の支援策等

の情報を更新

【熊本市保健所】おにぎりが食中毒

の原因と断定

5 月
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

10 雷を伴う大雨 22.1

18.7
震度1以上は15回、うち震度5弱以上は0回、最大震
度は震度3（累計3312回）

27

【地域経済活性化支援機構

（REVIC）】

地域金融機関等と連携し、被災事

業者の事業再建をはじめ、被災地

の復旧・復興を支援する一環として、

熊本事務所を開設。

環境省は家屋の解体撤去を被災者の負担なしでできる補助制度を拡大。
内閣府は、国または都道府県が、被災地方公共団体が本来施行することとなる災害復旧事業等
を代行できるように閣議決定した。
（気象：大雨、洪水警報）

・熊本県内全ての小中高校、休校解消。
・内閣府は、運転免許をはじめとする許認可などの存続期間の延長、届け出等の義務の猶予、法
人破産手続き開始の留保、相続放棄等の熟慮期間の延長を決定。
10日後：特記事項なし

【環境省】家屋解体個人負担なし

半壊以上、補助対象拡大

【経産省】大分県内の一部地域の

小規模事業者について、小規模事

業者持続化補助金の公募期間を

延長

【熊本県】県立高など17校再開

【熊本県】休館の県美分館、示現

会展で再開

【内閣府】国又は都道府県は、被

災地方公共団体が本来施行するこ

ととなる災害復旧事業等を代行で

きるように閣議決定

◆熊本市民間グループ、車中泊6

割が「余震不安」を抱えていることを

発表

5 火
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コラム

要点

➢ 被災地におい
て高齢者の要
介護認定率が
増加

➢ 避難生活では
身体不活動や
運動不足によ
り、身体機能
が低下

東日本大震災の事例より、被災地においては高齢者の不健康のリスク

が平常時と比較して高まります。医療や介護の提供体制が不安定な下、

健康状態が一度悪化すると、重症化するリスクも高まります。

運動不足や栄養不足に注意して、本人は元より家族やボランティア、

地域ぐるみで不健康の予防が必要です。

被災地における高齢者等の健康状態の悪化

東日本大震災の要介護認定率の増加(引用文献より)

2011年3月11日に発生した東日本大震災では、津波被害の大きかった

被災3県の沿岸地域において、高齢者の要介護認定率が震災後１年間に

著しく増加したことが示されています（Tomata Y,2014）。 また、「被災県

の沿岸部」「被災県の内陸部」「被災県以外」の３カテゴリ間で東日本大震

災前後の要介護認定率の3年後の経時変化を比較すると被災県（特に沿

岸部）で高くなっていました(Tomata Y.2015)。

要介護認定率が増加した背景としては、避難生活による廃用症候群(身

体的な不活動・運動不足により筋肉や関節の機能等が衰えること)が引き

起こす、生活習慣病の悪化や転倒による骨折等の増加が一つの要因とし

て考えられます。

身体的な不活動・運動不足は、活動を行わないことで身体機能が低下

し、更に活動量が減少するという悪循環を引き起こします。避難生活により、

強制的に身体不活動となったことをきっかけとして、恒常的な身体不活

動・運動不足となってしまう住民が発生している可能生があります。

45



コラム

健康

今回の熊本地震では「車中泊していた熊本市西区の女性(51)がエコノミー
クラス症候群で死亡」(朝日新聞2016年10月31日朝刊) など短期的な健康
悪化による被害がみられています。

避難所については、地震発生から約7か月、熊本県内855か所に開設され、
ピーク時には18万人以上が身を寄せています。元々加齢により体力や身体
機能の低下している高齢者は、わずかな避難生活においても、後々の健康

悪化に影響を与えていると考えられます。

厚生労働省や被災自治体等では、過去の被災などの教訓に基づき、避難

生活における健康維持のための情報などを取りまとめて情報提供を行ってい

ます。被災時は医療や介護の提供体制も不安定となるため、ボランティアや

地域住民も巻き込んで高齢者の健康状態の悪化を防いでいく取り組みが必

要と考えられます。 （6期生・健康まちづくり会社社員）

➢ 車中泊中年女
性がエコノミー
クラス症候群
で死亡

➢ ピーク時は18
万人が避難所

生活を実施

➢ 医療介護提供
体制が不安定
なためボラン
ティアや地域
住民も巻き込
んで健康づくり
が必要

被災地における高齢者等の健康状態の悪化

【引用文献】

◆Tomata Y., Impact of the 2011 Great East Japan Earthquake and Tsunami on functional disability 
among older people. J Epidemiol Community Health. 2014 Jun;68(6):530-3. doi: 10.1136/jech-2013-
203541. Epub 2014 Feb 25.
◆Tomata Y., Long-term impact of the 2011 Great East Japan Earthquake and tsunami on functional 
disability among older people. Soc Sci Med. 2015 Dec;147:296-9. doi: 
10.1016/j.socscimed.2015.11.016. Epub 2015 Dec 1.

不活動予防ポスター(厚生労働省)
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

11 曇のち晴れ 22.8

13.8
震度1以上は16回、うち震度5弱以上は0回、最大震
度は震度3（累計3328回）

28

熊本県内全ての小中高校、きょう休校解消。
総務省は、運転免許をはじめとする許認可などの存続期間の延長、届け出等の義務の猶予、法人
破産手続き開始の留保、相続放棄等の熟慮期間の延長を決定。

・熊本県の一部地域で、自動車検査証の有効期間を再伸長。
・熊本県内の市町村において住民基本台帳に基づく通知の受領が可能になったことが確認された
ことから、通常の取扱で処理。
10日後：害虫（ダニ・ゴキブリ・ウジ虫）対策など実施。

◆ソニー、ラジオ1,030台無償供与

【総務省】法人破産手続き開始を

留保

【阿蘇市】観光被害15億円、年間

消費額の1割と発表

◆熊本県内全ての小中高校、きょ

う休校解消

【総務省】熊本地震被災地支援策

としてドリームジャンボ宝くじを発売

【厚労省】SNSで、熊本地震により

被災された方に対して、義援金の

支給について通知。

5 水

【総務省】運転免許をはじめとする

許認可などの存続期間の延長、届

け出等の義務の猶予、相続放棄等

の熟慮期間の延長
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

12 木 快晴 26.8

10.8
震度1以上は16回、うち震度5弱以上は0回、最大震

度は震度4（累計3344回）

29

熊本県の一部地域で、自動車検査証の有効期間を再伸長。
熊本県内の市町村において住民基本台帳に基づく通知の受領が可能になったことが確認されたこ
とから、通常の取扱で処理。

特記事項なし
10日後：特記事項なし

【厚労省】熊本市民病院から周辺

地域の3病院に12 名､阿蘇地区の

1病院に4名の看護 師を派遣

【熊本県】学校にカウンセラー派遣

県教委、心のケアへ

【文科省】避難所(学校施設等)の

環境改善（簡易洋式トイレ設置等）

について、防災部局との緊密な連

携を取るよう、熊本県及び熊本市

の教育委員会宛てに事務連絡

【国交省】熊本県の一部地域の自

動車については、未だ継続検査の

受検が困難であるため、自動車検

査証の有効期間を再伸長。

◆労働相談1万件突破

【総務省】熊本県内の市町村にお

いて住民基本台帳に基づく通知の

受領が可能になったことが10日ま

でに確認されたことから、通常の取

扱で処理するよう通知

【財務省】日本政策金融公庫が、

平成 28 年熊本地震により被害を

受けた農林漁業者に対する 特例

措置の取扱いを開始

5
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

13 金 晴れ時々薄曇 27.4

18
震度1以上は19回、うち震度5弱以上は0回、最大震

度は震度4（累計3363回）

30

特記事項なし
10日後：特記事項なし

【厚労省】熊本地震に伴う災害復

旧作業を行う方々に対し、作業を

安全に行うための保護めがねなど

を無償配布

【厚労省】人材派遣関係団体など

派遣元事業主の団体に対して、熊

本地震により被害を受けた派遣労

働者への配慮について要請

【財務省】たばこ小売販売業者に係

る許可等についての弾力的取扱

【厚労省】経団連、中小企業団体

中央連合会、日本商工会へ熊本

地震に係る雇用・労働問題への配

慮について要請

【経産省】熊本地震に関し、既に

セーフティネット保証4号の対象指

定に、長崎県全域を対象とする。

【経産省】地震により取引先を切り

替えた親事業者に、今後の発注に

関する方針や計画等を、地震発生

前の下請事業者に対して情報提供

するよう、関係団体を通じて要請

【総務省】菊池市、天草市、合志

市、大津町、甲佐町、山都町に対

して普通交付税の繰上げ交付を決

定

【国交省】国が県道 熊本高森線と

村道｢栃の木～立野線｣の災害復

旧を代行

◆物資配給、避難所のみに（御船

町）

◆熊本市民病院、移転新築へ18

年度完成めざす

5
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

14 土 晴れのち曇 30.5

16
震度1以上は22回、うち震度5弱以上は0回、最大震

度は震度3（累計3385回）

31

特記事項なし
10日後：・全壊・大規模半壊ほか「半壊」も仮設住宅への入居可能とする通達

◆市営住宅8割に被害 阿蘇市、

19戸を閉鎖

◆被災展示物の修復完了 御船

町恐竜博物館

◆「新耐震基準」17棟が全壊 益

城町

5
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

15 日 曇一時雨 30.8

19.7
震度1以上は15回、うち震度5弱以上は0回、最大震

度は震度3（累計3400回）

32

特記事項なし
10日後：熊本市で家屋の罹災証明の2次調査開始

【総務省】ソニーより無償供与を受

けたラジオについて、益城町にラジ

オ925 台、御船町にラジオ5 台を

追加配布

◆保育士らが避難所に遊び場 益

城町

◆被災地の子供、イルカに笑顔と

歓声 上天草市

◆被災マンション相談会に住民殺

到 熊本市

5
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

16 月 大雨一時曇 24.7

11.2
震度1以上は12回、うち震度5弱以上は0回、最大震

度は震度2（累計3412回）

33

被災により他の市町村へ避難している被災者に対し、避難元の自治体へ連絡するよう
周知。
益城町、庁舎損壊のため、町中央公民館で住基窓口業務を再開(5/16 証明書発行業務)。
（気象：大雨警報）

・益城町、窓口業務が本格再開。
10日後：職業・雇用保険手続きに関する相談対応（高森町役場、南小国商工会）、雇用調整助成
金の個別相談会（高森町役場、南小国商工会、ハローワーク阿蘇）
・熊本市内の避難所でノロウイルス12名、インフルエンザ10名

◆地震避難者を熊本刑務所が手

厚く支援 専門家の心理相談など

【総務省】被災により他の市町村へ

避難している被災者に対し、避難

元の自治体へ連絡するよう周知

【総務省】益城町、庁舎損壊のため、

町中央公民館で住基窓口業務を

再開(5/16 証明書発行業務、

5/17 住基窓口全業務)

【国交省】激甚法施行令第41条第

2項の規定に基づき、罹災者公営

住宅に掛かる国庫補助率の引き上

げ対象地域の告示

【環境省】被災した太陽光電池の

保管について指示

5
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

17 火 晴れ 26.6

8.8
震度1以上は11回、うち震度5弱以上は0回、最大震

度は震度3（累計3423回）

34

益城町、窓口業務が本格再開 （5/17 住基窓口全業務）。

・『住宅補修専用・住まいるダイヤル』の設置。
・熊本県内の全ての市町村で転出証明書の発行が可能に。被災住民転出入の住民基本台帳事
務取扱いが通常通りに。・熊本市民病院、新患受け付け再開。
10日後：特記事項なし

【厚労省】熊本地震の災害復旧作

業を行う作業員やボランティアを対

象にした「がれきの処理等を行う方

のための安全講習会」を5月29日

に熊本、30日に福岡で開催告知。

【熊本市】罹災証明書の発行本格

化

【経産省】被災したガスの需要家が

他地域に移転する場合の特別措

置を認可

【経産省】電気の需要家等に対す

る特別措置の一部拡充を認可

【経産省】熊本地震に関し、既に

セーフティネット保証4号を指定して

いる熊本県、大分県、鹿児島県及

び長崎県に加えて、観光関連産業

を中心に影響が出ている宮崎県全

域を対象

【財務省】H28年度補正予算1号に

て、熊本地震復旧等予備費として

7,000億円成立。

【国交省】高速道路の無料化を検

討、地震で被害を受けた観光地の

支援のため

◆入院診療に制限がある病院：12 

病院

【厚労省】熊本地震の発生を受けて

認めた介護保険に関する弾力的な

対応について、これまでの通知をリ

スト化

【熊本市】心のケア必要、小中生

【益城町】窓口業務が本格再開

2143人

5
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

18 水 薄曇時々晴れ 28.9

12
震度1以上は13回、うち震度5弱以上は0回、最大震

度は震度3（累計3436回）

35

『住宅補修専用・住まいるダイヤル』の設置。
熊本県内の全ての市町村で転出証明書の発行が可能に。被災住民転出入の住民基本台帳事務
取扱いが通常化。
熊本市民病院、新患受け付け再開。

・ハローワーク(熊本、上益城、阿蘇)を臨時開庁し、雇用調整助成金及び雇用保険の
特例に関する相談や職業相談についての対応を実施。・天皇皇后両陛下が被災地をご訪問。
10日後：特記事項なし

【国交省】『住宅補修専用・住まい

るダイヤル』0120－330－712の

設置

【総務省】熊本県内の全ての市町

村で転出証明書の発行が可能に

なったことから、被災住民転出入の

住民基本台帳事務取扱いを通常

通りとする旨通知

【厚労省】生活保護者対象に、義

援金が収入と見なされない旨告知

【熊本市】熊本市民病院、新患受

け付け再開

◆大型テントで仮設教室（ユニセフ

が県教委に寄贈）

◆熊本県内の避難者が10,000人

を下回る。

5
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

19 木 薄曇 28.3

14.8
震度1以上は10回、うち震度5弱以上は0回、最大震

度は震度2（累計3446回）

36

ハローワーク(熊本、上益城、阿蘇)を臨時開庁し、雇用調整助成金及び雇用保険の特
例に関する相談や職業相談についての対応を実施。
天皇皇后両陛下が被災地をご訪問。

特記事項なし
10日後：自治体職員の心理的負担増大の報道

【厚労省】ハローワーク(熊本、上益

城、阿蘇)を臨時開庁し、雇用調整

助成金及び雇用保険の特例に関

する相談や職業相談についての対

応を実施

◆熊本県消費生活センターにおけ

る休日・夜間の電話相談の実施、

平日の電話相談時間を延長

【経産省】西部ガス株式会社からの

申請に基づき、ガス料金基本料金

免除、支払い猶予等の特別措置の

一部拡充を認可

◆地震後2週間で心不全11倍（熊

本医療センター）

◆熊本県内71指定避難所使えず

天井材や照明落下などで

5
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

20 金 晴れ一時薄曇 29

18.5
震度1以上は13回、うち震度5弱以上は0回、最大震

度は震度3（累計3459回）

37

・被災自治体へ被災度区分判定を実施するため、延べ 40 名の専門家を、学校設置
者等からの依頼を受け派遣。
害虫（ダニ・ゴキブリ・ウジ虫）対策など実施。
10日後：発災直後から続いていた防衛省の派遣が終了。

【総務省】長崎県から菊池市への

派遣終了（4/21～5/20）

◆日本小児科学会から熊本医療

センターと熊本赤十字病院への派

遣が20日に終了

【熊本市】罹災証明、マンション管

理組合にも

【益城町】罹災証明書発行始まる

◆県内私立校、被害100億円 膨

らむ復旧費用

5
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コラム

コラム

要点

健康

皆さんは、人工透析ということをお聞きになったことがあると思います。腎

臓の病気で、機能が低下すると、血液中の老廃物が体外に排出できなく

なります。そうした時に人工透析が行われます。多くは専門病院に週３回

通い、一回数時間かけて行います。自宅でできる方法もありますが、消毒、

衛生管理も大変です。

熊本地震の際に、私の知り合いの親戚にご高齢で透析を受けている方

がいて、ご苦労されたお話を聞きました。ご自宅は大きな揺れにも被害が

なく、お怪我もされませんでしたが、週３回行っていた透析が順調に行えな

くなって体調が思わしくなかったとのことです。病院への道が被害にあった

り、病院も震災の影響を受けたりということで、十分な処置が受けられない

のに加え、余震が頻発することでの精神的な不安定も重なり、一時東京に

身を寄せました。東京に来た時には、歩行もままならず車いす移動でした。

幸いにも数か月で元の体調に戻り、散歩や買い物、外食にも行かれるよう

になり、無事熊本に戻られました。

今回の事例は人工透析でしたが、病気によっては呼吸の補助や血流の

課題など、様々な事例があると思います。日本透析医会では、下記のよう

なネットワークを作っています。

（6期生・元自治体職員）

➢ 被災により慢
性疾患の治療
が困難に

➢ 災害時のネット
ワーク

大震災が発生した時には、家屋や道路、ライフラインの被害や物資不
足だけでなく、持病を持たれている方には、さらなる困難があります。透
析を受けている方の事例をご紹介します。

透析患者を事例として

（日本透析医会HP 災害時情報ネットワーク） （東京都区部災害時透析医療ネットワークHP）
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コラム

コラム

要点

金融機関

金融機関、特に「公共性」がきわめて高い銀行は、災害発生時に公共

機関としての役割を果たすべきである。

平成28年4月14日（木）、16日（土）、熊本県を震源とした過去に例のな

い大規模地震が九州地方を襲った。想定外の出来事であったことは周知

の事実であるが、その際に地域の金融機関が果たした役割については、あ

まり多くが語られていない。

熊本県に本店を構える肥後銀行。二度の大地震を乗り越え、地震発生

の翌週には、被害の大きかった５店舗を除き全営業店で通常の営業体制

を確保している。一方で、その復旧作業を行う中、地域住民に対し様々な

支援活動を行っている。支援物資の店頭配布や給水所の設置はその一

例であるが、緊急の休日相談窓口を即座に設置し、預金の払い出しや融

資に関する相談などを、対面（顔が見える形）で行ったことは特筆すべき

点である。また、行員による顧客自宅への訪問活動を行い、その活動が

地域住民のメンタルヘルスケアに寄与したという事実も報告されている。

銀行が営利企業であることは誰もが知っている。しかし、今回の熊本地

震の際に肥後銀行が行った様々な活動は、私的利益を追求する民間企

業という側面を度外視し、公益を担う公共機関であるという側面が必然的

に表れた、まさに公共サービスと言えるものであろう。また、その活動に助

けられ励まされた住民との関係性、これこそがまさに「信頼関係」の上に成

り立つものであり、銀行が日頃から追い求めていくべきものではないか。逆

の視点で考えると、今回の熊本地震のような有事に、どれだけの地域住民

が銀行を頼りにしているかが測れる。つまりは、日頃の営業活動や顧客対

応によって築かれた信頼関係が、明確に表れる瞬間でもあるのだ。

銀行が災害発生時に公共機関としての役割を果たすためには、日頃か

らの公共との連携が不可欠である。また、通常営業時に、例えば災害に対

しての啓蒙的な活動を行うなど、自主的に「公共性」を意識した取組みも

必要であろう。真の「信頼関係」を築くべく、今回の熊本地震を契機に、今

後の金融機関の活動に期待したい。 （11期生・地元銀行社員）

➢ 肥後銀行が実
施した被災者
支援と効果

➢ 平時からの関
係が問われる

➢ 公共との連携
と「公共性」を
持つ機関とし
ての自覚

・銀行（金融機関）は、発災時に公共機関としての役割を担うべきである

・発災時の公共的サービスの提供は、顧客との信頼関係の上に成り立つ

・日常的に公共との連携を高め、想定外の事態に備えるべきである

災害時の金融機関の役割について
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

21 土 薄曇 29.1

17.8
震度1以上は14回、うち震度5弱以上は0回、最大震

度は震度3（累計3473回）

38

被災自治体へ被災度区分判定を実施するため、延べ 40 名の専門家を、学校設置者
等からの依頼を受け派遣。
害虫（ダニ・ゴキブリ・ウジ虫）対策など実施。

特記事項なし
10日後：中小企業の設備・施設の復旧支援や金融支援、外国人観光客向けのPR等、経済

産業省関係で総額675億円を支出。

【総務省】被災自治体へ、被災度

区分判定を実 施するため、延べ

40 名の専門家を、学校設置者等

からの依頼を受け派遣（～6月8日）

【厚労省】内閣府からの連絡を受け、

ウジ虫用殺虫剤1000本を日本防

疫殺虫剤協会に要請。21日までに

搬入済み

【厚労省】上益城郡御船町のハロー

ワーク上益城において雇用調整助

成金に関する個別相談会を開催

◆台湾線が来月運航再開 熊本

空港

5
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

22 日 薄曇一時晴れ 31.9

15.4
震度1以上は12回、うち震度5弱以上は0回、最大震

度は震度3（累計3485回）

39

特記事項なし
10日後：特記事項なし

【厚労省】塩崎厚生労働大臣が被

災地（熊本県熊本市ほか）視察

5
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

23 月 晴れ 31.8

16.4
震度1以上は9回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度3（累計3494回）

40

・全壊・大規模半壊ほか「半壊」も仮設住宅への入居可能とする通達。
10日後：特記事項なし

【総務省】熊本県に3名

【総務省】熊本・大分県、熊本市総

務部長に職員の健康管理・安全衛

生管理の配慮を連絡

【経産省】小規模事業者持続化補

助金など延長した申請期限を決定

【経産省】仙台市ガス局および田川

液化石油ガス事業協同組合からの

申請を受け、被災したガスの需要

家が他地域に移転する場合の料金

支払い期限の延長を認可

【厚労省】災害時の備えや周辺自

治体との連携等について水道法見

直し検討委員会開始

5
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

24 火 曇のち一時雨 30.9

18.6
震度1以上は8回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度3（累計3502回）

41

全壊・大規模半壊ほか「半壊」も仮設住宅への入居可能とする通達。
九州南部（奄美を除く）梅雨入り。

・熊本市で家屋の罹災証明の2次調査開始
10日後：特記事項なし

【経産省】過去災害で復旧・復興経

験のある実務家や商店街関係者を

無償派遣。約50か所で研修実施

派遣希望商店街を募集

【西原村】ボランティアらが農作業

支援活動

【宇城市】希望者殺到し罹災証明

発行追い付かず

【熊本市、宇城市など】旧河川周辺

に液状化集中

【内閣府】全壊・大規模半壊ほか

「半壊」も仮設住宅への入居可能と

する通達

【経産省】熊本地震に関し、既に

セーフティネット保証4号を指定して

いる熊本県、大分県、鹿児島県、

長崎県及び宮崎県に加えて、観光

関連産業を中心に影響が出ている

佐賀県全域を対象

【熊本市】熊本城復興へ100円ビー

ルイベント

【厚労省】がれき処理作業等の石

綿の期中濃度モニタリング実施

5
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

25 水 曇時々雨一時晴れ 28.5

20.6
震度1以上は9回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度2（累計3511回）

42

・職業・雇用保険手続きに関する相談対応（高森町役場、南小国商工会）、雇用
調整助成金の個別相談会（高森町役場、南小国商工会、ハローワーク阿蘇）。・熊本市内の避難
所でノロウイルス12名、インフルエンザ10名。
10日後：甲佐町の仮設住宅「第1号」が完成。

【益城町・広安西小】保護者がカ

レー炊き出し

【熊本市】家屋の罹災証明の2次調

査開始

【経産省】直方ガスおよび国分隼人

ガスからの申請を受け、被災したガ

スの需要家が他地域に移転する場

合の料金支払い期限の延長を認

可

【熊本県】やまなみハイウェイ通行

止め解除

5

熊本市で家屋の罹災証明の2次調査開始。
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

26 木 曇一時晴れ 30.4

22.4
震度1以上は6回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度2（累計3517回）

43

職業・雇用保険手続きに関する相談対応（高森町役場、南小国商工会）、雇用調整助
成金の個別相談会（高森町役場、南小国商工会、ハローワーク阿蘇）。
熊本市内の避難所でノロウイルス12名、インフルエンザ10名。

・特記事項なし
10日後：甲佐町で仮設住宅へ入居開始。

【厚労省】職業・雇用保険手続きに

関する相談対応（高森町役場、南

小国商工会）、雇用調整助成金の

個別相談会（高森町役場、南小国

商工会、ハローワーク阿蘇）（いずれ

も5/27、5/30、6/8、6/15、

6/22、6/29）

【厚労省】熊本市内の避難所でノロ

ウイルス12名、インフルエンザ10名

5
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

27 金 曇 28.9

20.8
震度1以上は8回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度2（累計3525回）

44

・自治体職員の心理的負担増大の報道。
10日後：熊本県の公営住宅避難の被災者、仮設住宅へ転居可能に。

益城町などで、郵便4900通が配達できない状況。

【文科省】全国都道府県教育委員

会等に熊本県への教員の派遣要

請

【厚労省】27日までに保健師55

チームが活動開始

【宮崎県・長崎県】から阿蘇市への

派遣終了（4/19～5/26）

【熊本県】教委、他都道府県からの

教員派遣要請

【八代市】女子プロ野球選手らトマト

箱詰め支援

【熊本県】家屋解体の標準単価示

し公費処理本格化、新たに仮設

4000戸確保

【経産省】松江市ガス局からの申請

を受け、被災したガスの需要家が

他地域に移転する場合の料金支

払い期限の延長を認可

5
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

28 土 雨一時曇 22.2

19.2
震度1以上は13回、うち震度5弱以上は0回、最大震

度は震度2（累計3538回）

45

・特記事項なし
10日後：厚労省は、ワクチン・血液製剤等を問題無く供給可能であることを確認。

◆熊本学園大生が益城町避難所

でカフェ運営

5

◆自治体職員の心理的負担増大

の報道

自治体職員の心理的負担増大の報道。
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

29 日 大雨一時曇 22.5

20
震度1以上は4回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度3（累計3542回）

46

・発災直後から続いていた防衛省の派遣が終了。
10日後：山都町で町中心部の小高い丘に複数の亀裂が発生し貯水槽が損壊の恐れ。

◆田崎市場で復興朝市 【熊本県】全県に公的施設の被害。

庁舎や学校は解体検討も

5
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

30 月 晴れ 30.6

20
震度1以上は8回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度2（累計3550回）

47

【国交省】「熊本復興まちづくり・住

まいづくり支援チーム」を設置

発災直後から続いていた防衛省の派遣が終了。47日間で人員延べ約814，200名（最
大時約26，000名）、 航空機延べ2，618機（最大時132機）、艦船延べ300隻（最大時15隻）が
派遣。

・中小企業の設備・施設の復旧支援や金融支援、外国人観光客向けのPR等、経
済産業省関係で総額675億円を支出。
10日後：厚労省は、被災した被保険者に係る後期高齢者医療保険料、国民健康保険料（税）、介

護保険の第一号保険料の減免に対する財政支援の基準等について通知。

【防衛省】派遣終了 ◆福岡の書店グループが児童養護

施設で読み聞かせ

◆登山家・野口健氏が益城町テン

ト村の報告と今後の避難所の在り

方を提言

【宇城市】罹災証明発行 【宇城市】小中学生3600人に心の

ケア必要

【大分市】ごみ処理を代行（御船甲

佐クリーンセンターから宇城広域連

合・山都町へ、大阿蘇環境セン

ター未来館から大分市へ）

5
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コラム

要点

（１）平成28年4月14日（木）21時26分頃、熊本県熊本地方を震源（マグ

ニチュード6.5）とする地震が発生し、情報収集を開始するとともに、同日

22時40分、熊本県知事から陸上自衛隊第8師団長（北熊本）に対して、

人命救助に係る災害派遣要請があった。

（２）平成28年4月16日（土）01時25分頃、熊本県熊本地方を震源（マグ

ニチュード7.3）とする地震が発生し、情報収集を開始するとともに、同日

02時36分、大分県知事から陸上自衛隊西部方面特科隊長（湯布院）に

対して、人命救助に係る災害派遣要請があった。

自衛隊の派遣は、4月15日から5月19日までの35日間に渡り行われた。

派遣人員数の累計は645,200名にのぼる。初動から、終盤までの人数に

違いはあるが、累計を35日で除法して平均を算出すると 1日18,430名

の自衛隊員が地震の復旧に大きく貢献した。

➢ 災害派遣まで
の経緯

地震に限らず、豪雨や土砂災害など、災害時の救助、避難生活の支
援、復旧などに自衛隊が果たす役割は大きい。被災で混乱する地域に
自衛官の派遣、物資の輸送を迅速に行い、ヒトとモノが一気に流入する
中で現地で効果的に活動するためには、地元自治体との連絡・連携が
欠かせない。
平時からの被災を想定した応援受け入れの備えが必要である。

自衛隊の活動について

防衛省：平成28年熊本地震に係る災害派遣についての公開HPより情報を収集。

4月14日～15日の派遣部隊
➢陸自：第42普通科連隊（北熊本）、第43普通科連隊（都城）、
第8特科連隊（北熊本）、第8隊（玖珠）、第8偵察隊（北熊
本）、第8飛行隊（高遊原）、第8施設大隊（川内）、第8後方
支援連隊（北熊本）、第8特殊武器防護隊（北熊本）、第4特
科連隊（久留米）、西部方面航空隊（高遊原、目達原）、西

部方面衛生隊（健軍）、第
5地対艦ミサイル連隊（健
軍）、健軍駐屯地業務隊
（健軍）、中部方面航空隊
（八尾）

➢空自：8航空団（築城）、
新田原救難隊（新田原）、
芦屋救難隊（芦屋）、第2
輸送航空隊（入間）、西部
航空警戒管制団（春日）、
第3術科学校（芦屋）

➢海自：（第1航空群（鹿屋）、
第22航空群（大村）、第
31航空群（岩国）、第111
航空隊（岩国）、佐世保造
修補給所（佐世保）

21：31 防衛省災害対策室設置。
21：36 防衛大臣指示。

（1.自治体及び関係省庁と緊密に連携し、
災害派遣活動に万全を期すこと。2.被害
の状況に応じ、適切に対応すること。）

22：10 防衛省災害対策本部設置。
22：19 第8偵察隊のFAST-Force(人員6名、車両

2両)が益城町役場に向け出発。
22：42 第42普通科連隊のFAST-Force(人員25

名、車両3両)が益城町役場に向け出発。
22：45 第1回防衛省災害対策本部会議。
23：45 第2回防衛省災害対策本部会議。

◎人名救助活動等に約400名派遣

◆4月14日の対応◆
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コラム

自衛隊

自衛隊の人名救助は、初動4月15日から4月18日までの4日間で730名
に達している。地震発生直後からの迅速な対応で人名救助に大きく貢献し
た。また、4月21日までの7日間で累計40名の人命救助、510名の患者搬
送を行った。

4月下旬からはがれきの除去（阿蘇市、西原村、南阿蘇村 累計：5キロ
メートル）が開始され、4月26日までに除去地域は16キロメートルに拡大した。
4月27日～5月2日までの7日間で累計大型トラック160台分の瓦礫等の搬
出が行われた。
日用品の輸送は4月18日から始まり5月9日までの22日間に渡り行われ、
日用品累計53,000食、毛布は累計で42,300枚の輸送を担当した。
給食支援も4月18日から開始、当初は給食支援場所を20ヶ所を設置して
たが、ピーク時4月25日～26日（地震発生後11日目）は49ヶ所の設置を行
い、5月11日までに累計911,700食の給食を支援した。

➢ 人名救助

➢ がれき除去、
物資輸送、
生活支援でも
活躍

自衛隊の活動について
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

31 火 晴れ時々薄曇 31.5

17.1
震度1以上は3回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度3（累計3553回）

48

中小企業の設備・施設の復旧支援や金融支援、外国人観光客向けのPR等、経済産業
省関係で総額675億円を支出を閣議決定。

・特記事項なし
10日後：熊本県は、解体誓約書求めず「半壊」仮設入居の要件を緩和。

【厚労省】熊本市民病院からの看

護師派遣を終了

【厚労省】益城町商工会で雇用調

整助成金・雇用保険特例・職業相

談対応（6/1、6/8、9時～16時30

分）

◆日本政策金融公庫、相談窓口

全国152支店に拡充

【益城町】テント村開村 【総務省】普通交付税の6月概算

交付（3兆8753億円）と9月定例交

付見込みの一部繰り上げ交付

（455億円）

【経産省】被災地域向け小規模事

業者持続化補助金の公募開始

◆東証、上場規程改正（被災企業

の上場廃止の猶予期間を延長等）

◆日本政策金融公庫「熊本地震

特別貸付」創設、「小規模事業者

経営改善資金」「生活衛生改善貸

付」拡充など。低利融資に出資

◆商工中金、被災中小企業等へ

資金繰り支援策実施

【国交省】「九州ふっこう割」予算の

割当て180億円 、予備費を活用し

た道路関連予算71億円

【総務省】「熊本地震の被災自治体

等からの情報伝達手段」をHP上で

公表

【内閣府】熊本地震復旧等予備費

の一部使用閣議決定

5
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

1 水 曇のち時々晴れ 25.2

19.8
震度1以上は6回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度2（累計3559回）

49

【国交省】九州通れるマップをHPで

公表

・特記事項なし
10日後：特記事項なし

【熊本県内39市町村】罹災証明遅

れは職員育成怠りが原因と報道

◆阿蘇立野病院、南阿蘇村で診

療所再開

【厚労省】被災地の雇用情勢公表

（熊本県の有効求人倍率（季調値）

は1.27倍、前月よりも0.06ポイント

改善）。雇用調整助成金の更なる

特例を実施

【経産省】熊本地震復旧等予備費

予算「商店街震災復旧等事業（商

店街にぎわい創出事業）」募集を開

始

◆南阿蘇村の住民有志グループが

食で復興後押しへ

◆熊本市中心街300店が復興応

援セール

6
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

2 木 晴れ 29.6

15.9
震度1以上は16回、うち震度5弱以上は0回、最大震

度は震度3（累計3575回）

50

・特記事項なし
10日後：八代市で震度5弱（県内で震度5弱以上は4月19日以来）。

【厚労省】労働災害の発生状況を

公表

◆熊本県内児童相談所、子供の

変調相談138件

【経産省】中部ガスからの申請を受

け、被災したガスの需要家が他地

域に移転する場合の料金支払い期

限の延長を認可

◆熊本城のライトアップ再開 【熊本市】白川橋の応急復旧工事

着手

6
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

3 金 薄曇のち晴れ 28.6

16.4
震度1以上は10回、うち震度5弱以上は0回、最大震

度は震度3（累計3585回）

51

・甲佐町の仮設住宅「第1号」が完成。
10日後：特記事項なし

【経産省】熊本地震に関し、既に

セーフティネット保証4号を指定して

いる熊本県、大分県、鹿児島県、

長崎県、宮崎県及び佐賀県に加え

て、観光関連産業を中心に影響が

出ている福岡県全域を対象

【益城町】潮井水源も被災、車道や

用水路崩落

◆中華航空が熊本-台湾高雄線が

運航再開（週3往復）

6
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

4 土 雨のち時々曇 21.8

18.2
震度1以上は4回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度3（累計3589回）

52

甲佐町の仮設住宅「第1号」が完成。

・甲佐町で仮設住宅へ入居開始。
10日後：特記事項なし

【甲佐町】仮設住宅「第1号」が完

成

6
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

5 日 曇一時雨 23.7

19

53

甲佐町の仮設住宅へ入居開始。

・熊本県の公営住宅避難の被災者、仮設住宅へ転居可能に。
・益城町などで、郵便4900通が配達できない状況。
10日後：宇土市は来月、隣接の議会、車庫棟を含め庁舎解体を決定。

益城町は、半壊以上の被害家屋で公費解体申請開始。

◆赤十字病院、他県からの看護師

派遣を終了

【甲佐町】仮設住宅へ入居開始

6

震度1以上は9回、うち震度5弱以上は0回、最大震度
は震度3（累計3598回）
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

6 曇時々晴れ 27.4

18.8
震度1以上は11回、うち震度5弱以上は0回、最大震

度は震度3（累計3609回）

54

熊本県の公営住宅避難の被災者、仮設住宅へ転居可能に。
益城町などで、郵便4900通が配達できない状況。

・厚労省は、ワクチン・血液製剤等を問題無く供給可能であることを確認。
10日後：総務省は、生活再建と被災地の復興に向けた通信・放送利用の施策 Web ガイドを公表。

熊本市は、熊本市は、暫定ケアプランによる等による介護サービスに特例居宅介護サービ
ス費の支給を市が判断すると通知。

【厚労省】DMATの派遣について、

地元医療機関再開に伴い医療救

護活動の体制は縮小傾向にあり、ロ

ジスティックチームの活動も終了

【熊本県】公営住宅避難の被災者、

仮設住宅へ転居可能に

◆日本郵政、住宅の倒壊などで配

達できない郵便物が約4900通に

【環境省】建築物等の解体工事に

係るアスベスト対策の徹底呼びかけ

6 月
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

7 晴れ時々曇 29.4

20.9
震度1以上は12回、うち震度5弱以上は0回、最大震

度は震度3（累計3621回）

55

厚労省は、ワクチン・血液製剤等を問題無く供給可能であることを確認。

・山都町で町中心部の小高い丘に複数の亀裂が発生し貯水槽が損壊の恐れ。
10日後：熊本県内35市町村で罹災証明3割未発行。2次調査依頼も相次ぐ。

熊本県が災害関連死で市町村の共同審査会設置を提案。県が認定基準作成。

【厚労省】現地対策本部に職員24 

人を派遣

【厚労省】全国の都道府県、政令

市等と保健師派遣調整を行い37

チームが活動中

【熊本県、熊本市】被害建物におい

てアスベスト露出19棟を確認

【環境省】被災した業務用冷凍空

調機器のフロン類対策の徹底周知

【厚労省】ワクチン・血液製剤等の

供給について、問題無く供給可能

であることを確認

◆化学及血清療法研究所、「「平

成28年熊本地震」による影響につ

いて（第三報）」プレスリリース

6 火
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

8 薄曇 29.6

21.1
震度1以上は14回、うち震度5弱以上は0回、最大震

度は震度2（累計3635回）

56

【南阿蘇村】参院選に向け共通投

票所（村内3カ所へ集約）を設置予

定

山都町で町中心部の小高い丘に複数の亀裂が発生し貯水槽が損壊の恐れ。

・厚労省は、被災した被保険者に係る後期高齢者医療保険料、国民健康保険料
（税）、介護保険の第一号保険料の減免に対する財政支援の基準等について通知。
10日後：熊本市と益城町で、エコノミー症候群一斉検診。宇城市の仮設団地に、「みんなの家」

第1号完成。

【熊本市】熊本城の崩落石垣の撤

去に着手

【熊本県】地震の土木被害1902億

円と発表

【山都町】町中心部の小高い丘に

複数の亀裂が発生し貯水槽が損壊

の恐れ、梅雨入りで住民は不安

6 水
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

9 曇一時雨 29

21.5
震度1以上は7回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度2（累計3642回）

57

【国交省】「熊本復興まちづくり・住

まいづくり支援チーム」を設置

厚労省は、被災した被保険者に係る後期高齢者医療保険料、国民健康保険料（税）、
介護保険の第一号保険料の減免に対する財政支援の基準等について通知。

・熊本県は、解体誓約書求めず「半壊」仮設入居の要件を緩和。
10日後：特記事項なし

◆被災者同士、全壊建物から被害

住居へ瓦融通

◆岡崎選手（サッカー日本代表）、

被災地訪問 小学校でサッカー交

流

【厚労省】 熊本市内のハローワーク

出先庁舎「くまジョブ」で、職業相談、

雇用保険・雇用調整助成金に係る

相談に対応

【国交省】被災分譲マンションの相

談窓口『住まいるダイヤル』の設置

◆益城町の断層周辺住居、半数が

損壊家屋

【厚労省】被災した被保険者に係る

後期高齢者医療保険料、国民健

康保険料（税）、介護保険の第一

号保険料の減免に対する財政支

援の基準等について通知

◆熊本市小中学生、｢心のケア必

要｣新たに1215人

6 木
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

10 晴れ 31.9

20.9
震度1以上は7回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度3（累計3649回）

58

熊本県は、解体誓約書求めず「半壊」仮設入居の要件を緩和。

・特記事項なし
10日後：文科省が、熊本県被災文化財救援事業を本格実施。

熊本県の有識者会議が創造的復興を最終提言まとめる。

【厚労省】住家の全半壊等により、

一部負担金の免除に該当する被

災者が、医療機関の窓口で一部負

担金をすでに支払っている場合の

対応について検討

【熊本県】解体誓約書求めず「半

壊」仮設入居の要件を緩和

◆仮設住宅、人気に濃淡 益城町

では最高4・8倍

6 金
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

11 薄曇一時晴れ 32.6

22.4
震度1以上は5回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度3（累計3654回）

59

・八代市で震度5弱（県内で震度5弱以上は4月19日以来）。
10日後：特記事項なし

【国交省】阿蘇地域へのアクセス

ルートマップ公表

◆熊本電鉄、くまモンのラッピング

電車が運行開始

◆参院選ポスター掲示板、被災地

域も設置進む

6 土
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

12 雨一時曇 26.5

22
震度1以上は11回、うち震度5弱以上は1回、最大震

度は震度5弱（累計3665回）

60

八代市で震度5弱（県内で震度5弱以上は4月19日以来）。

・特記事項なし
10日後：経済産業省が、「商店街復旧事業」ならびに「中小企業組合共同施設等災害復旧事業」

の公募を開始。

◆石原軍団が益城町で炊き出し

◆川尻商店街、「復興朝市」 開催

6 日
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

13 雨のち曇一時晴れ 29.5

21.9
震度1以上は11回、うち震度5弱以上は0回、最大震

度は震度4（累計3676回）

61

・特記事項なし
10日後：特記事項なし

【財務省】REVICによる被災事業者

支援。熊本銀行に対する専門家派

遣を決定

◆石原軍団（木村拓哉さんら飛び

入り参加）益城町で炊き出し

◆熊本市で、半壊以上の家屋解体

申請予約に長い列

◆杉良太郎さんら、熊本城復興の

ため熊本市に義援金

6 月
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

14 晴れ 30.4

20.2
震度1以上は3回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度1（累計3679回）

62

・益城町は、半壊以上の被害家屋で公費解体申請開始。
10日後：地震で寸断の国道57号新ルートの構想発表。

【総務省】市町村外へ避難している

被災者、被災地で活動を行うボラ

ンティア等を対象に、7月10日の参

議院議員選挙での不在者投票の

手続き等について公表

【益城町】仮設住宅入居始まる ◆避難者1割、血栓 エコノミー症

候群の原因に

【国交省】予備費を活用した道路復

旧予算の閣議決定111億円

【環境省】アスベスト調査を開始

【阿蘇市、大津町】復興へ向け国

道57号迂回ルート整備へ

6 火
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

15 薄曇 30.5

22.5
震度1以上は8回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度2（累計3687回）

63

益城町は、半壊以上の被害家屋で公費解体申請開始。

・総務省は、生活再建と被災地の復興に向けた通信・放送利用の施策Webガイド
を公表。・熊本市は、熊本市は、暫定ケアプランによる等による介護サービスに特例居宅介護サー
ビス費の支給を市が判断すると通知。
10日後：特記事項なし

【益城町】公費解体申請開始、半

壊以上の被害家屋

【防衛相】自衛隊施設等復旧に必

要な経費123億円

【宇土市】来月、庁舎解体へ 隣接

の議会、車庫棟も

【山都町】通潤橋復旧へ義援金募

集

【熊本県】復興へ旗振るくまモンの

シンボルマーク作成

6 水
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

16 雨のち一時曇 26.5

21.2
震度1以上は7回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度1（累計3694回）

64

総務省は、生活再建と被災地の復興に向けた通信・放送利用の施策Webガイドを公表。
熊本市は、暫定ケアプランによる等による介護サービスに特例居宅介護サービス費の支給を市が
判断すると通知。

・熊本県内35市町村で罹災証明3割未発行。2次調査依頼も相次ぐ。
・熊本県が災害関連死で市町村の共同審査会設置を提案。県が認定基準作成。
10日後：特記事項なし

【厚労省】現地対策本部に職員18

人を派遣

【厚労省】全国の都道府県、政令

市等との保健師派遣調整（21チー

ムが活動中）

【熊本市】暫定ケアプランによる等

による介護サービスに特例居宅介

護サービス費の支給を市が判断す

ると通知

【総務省】被災者の生活再建と被

災地の復興に向けた通信・放送利

用の施策Webガイドを公表

【熊本市】熊本城飯田丸崩落防止

のため緊急工事に着手

6 木
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

17 金 曇 26.9

20.7
震度1以上は5回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度1（累計3699回）

65

熊本県内35市町村で罹災証明3割未発行。2次調査依頼も相次ぐ。
熊本県が災害関連死で市町村の共同審査会設置を提案。県が認定基準作成。

・熊本市と益城町で、エコノミー症候群一斉検診。
・宇城市の仮設団地に、「みんなの家」第1号完成。
10日後：環境省が、甲佐町の被災家屋の公費解体始める。御船・中原団地を長期避難世帯に認

定。経済5団体が、熊本城天守閣の先行修復を緊急提言。

【厚労省】平成28年熊本地震 避

難所運営に対する取組と検証公表

◆上天草市商工会、本渡商工会

および水俣商工会、雇用調整助成

金の出張説明会を開催

(6/21,23,24)

【熊本県内35市町村】罹災証明、3

割未発行、2次調査依頼も相次ぐ

（06/15までで）

◆香梅の「陣太鼓」待望の復活 被

災工場が仮復旧

6

【福岡県】「中国における熊本地震

による訪日観光への影響と今後の

対応」公表

【大阪市】大阪市の対応状況を取

りまとめ公表

【福島県】平成28年熊本地震への

支援等の対応更新

【熊本県】災害関連死について希

望する市町村が共同で審査会を設

置することを提案。県は審査を町村

から受託せず、認定基準作成
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

18 土 晴のち曇一時雨 30.6

19.1
震度1以上は5回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度4（累計3704回）

66

熊本市と益城町で、エコノミー症候群一斉検診。
宇城市の仮設団地に、「みんなの家」第1号完成。

・特記事項なし
10日後：国交省が、河川堤防等に変状が生じた箇所を地震前と同等の機能をもつ堤防等に復旧

する事業に着手。

◆益城町で、避難者に畑でビア

ガーデン

◆さだまさしさんが無料コンサート

【宇城市】宇城市の仮設団地に集

会所「みんなの家」第1号が完成

【熊本市、益城町】エコノミー症候

群一斉検診

6

【熊本県】熊本城天守閣など3施設

復旧費210億円
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

19 日 曇時々雨 27.5

22.3
震度1以上は7回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度2（累計3711回）

67

（気象：大雨、洪水警報）

・文科省が、熊本県被災文化財救援事業を本格実施。
・熊本県の有識者会議が創造的復興を最終提言まとめる。
10日後：熊本市の職員に地震対応でストレスが問題化。

6

◆八代亜紀さんが熊本市でイベント

出演

◆阿蘇火山博物館、休館中でもイ

ベント計画

◆熊本城シンポジウムに300人

◆川尻商店街、「復興朝市」 開催
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

20 月 雨、雷を伴う 26.6

22.7
震度1以上は6回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度3（累計3717回）

68

文科省が、熊本県被災文化財救援事業を本格実施。
熊本県の有識者会議が創造的復興を最終提言まとめる。
（気象：大雨、洪水警報）

・特記事項なし
10日後：厚労省が、益城町公民館で雇用調整助成金の相談や職業相談などに対応。

6

【熊本県】有識者会議が創造的復

興を最終提言。

【文科省】熊本県被災文化財救援

事業を本格実施

◆大阪市の中学校が熊本県内へ

地震後初の修学旅行。（球泉洞を

見学）

◆佐賀の4団体が西原村の集会所

へ有田焼寄贈

【経産省】平成 28 年熊本地震復

旧等予備費予算「中小企業等グ

ループ施設等復旧整備補助事業」

の公募を開始
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

21 火 曇一時雨 28.2

24.1
震度1以上は9回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度3（累計3726回）

69

・経済産業省が、「商店街復旧事業」ならびに「中小企業組合共同施設等災害復
旧事業」の公募を開始。
10日後：東海大農学部熊本キャンパスで授業再開。

6

（気象：大雨、洪水警報）

【熊本市】南区城南町の仮設住宅

の入居始まる

【熊本県】地震がれき推計195万ト

ン

◆損保が熊本県内タクシーを貸し

切り被災地調査

◆熊本城、災難続く 石垣崩落、

雨で拡大

【経産省】山口合同ガスからの申請

を受け、被災したガスの需要家が

他地域に移転する場合の料金支

払い期限の延長を認可
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

22 水 曇時々雨雷を伴う 27.6

23.8
震度1以上は4回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度4（累計3730回）

70

・特記事項なし
10日後：熊本県内で初めて災害関連死6人認定。

6

経済産業省が、「商店街復旧事業」ならびに「中小企業組合共同施設等災害復旧事
業」の公募を開始。
（気象：大雨警報）

◆益城町の商店街が「復興市場」

開設へ
【熊本市】市長が江津湖の花火大

会「今年は開催困難」と見解

【経産省】「中小企業組合等共同

施設等災害復旧費補助金（商店

街復旧事業）」ならびに「中小企業

組合等共同施設等災害復旧費補

助金（中小企業組合共同施設等

災害復旧事業）」の公募を開始

◆人形劇団がボランティア公演
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

23 木 曇のち時々晴れ 29.6

23.7
震度1以上は7回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度2（累計3737回）

71

・地震で寸断の国道57号新ルートの構想発表。
10日後：特記事項なし

6

（気象：大雨警報）

◆県内で激しい雨 土砂崩れ多発、

警戒続く

◆バイオリニストの五嶋みどりさん

避難所で演奏

【厚労省】熊本DPATが活動開始

◆政府、最大7割引の九州旅行券

を7月から販売（ 「九州観光支援交

付金」 ）
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

24 金 曇時々雨 29.5

23.8
震度1以上は3回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度2（累計3740回）

72

・特記事項なし
10日後：九州新幹線が、2カ月半ぶりに地震前と同じ本数に。

6

地震で寸断の国道57号新ルートの構想発表。
（気象：大雨警報）

【南阿蘇村】一部に避難指示

◆清和文楽館、風評被害に苦しむ

観客が激減

◆「投票に行く」7割超 熊本地震

の被災者

◆世界的指揮者の山田さん 新市

街でピアノ演奏

【国交省】地震による土砂崩れで寸

断した国道57号新ルートの構想発

表、全長13キロに

95



発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

25 土 雨 24.5

18
震度1以上は3回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度2（累計3743回）

73

・特記事項なし
10日後：新阿蘇大橋（橋長：600メートル超）が、下流側に架け替え決定。

6

（気象：大雨警報）

◆行方不明の大和さんの車の一部

とみられるものを阿蘇大橋下流で

家族が発見

◆益城町に「屋台村」オープン
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

26 日 晴時々曇 27.8

16.9
震度1以上は2回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度3（累計3745回）

74

・環境省が、甲佐町の被災家屋の公費解体始める。・御船・中原団地を長期避難
世帯に認定。・経済5団体が、熊本城天守閣の先行修復を緊急提言。
10日後：特記事項なし

6

【益城町】教委、布田川断層を町

文化財に指定

【鹿児島県】甲佐町への派遣終了

（4/20～）
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

27 月 大雨一時曇 22.7

17.7
震度1以上は4回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度2（累計3749回）

75

・国交省が、河川堤防等に変状が生じた箇所を地震前と同等の機能をもつ堤防等
に復旧する事業に着手。
10日後：益城町で、全半壊の家屋、公費解体始まる。

6

環境省が、甲佐町の被災家屋の公費解体始める。
御船・中原団地を長期避難世帯に認定。
経済5団体が、熊本城天守閣の先行修復を緊急提言。
（気象：大雨警報）

【熊本県】国・県の文化財、被災2

割 県審議会が緊急提言

【環境省】甲佐町の被災家屋の公

費解体始める

【熊本県】御船・中原団地を被災者

生活再建支援法に基づく「長期避

難世帯」に認定

◆経済5団体が天守閣の先行修復

を緊急提言
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

28 火 大雨一時曇雷伴う 23.1

19
震度1以上は7回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度2（累計3756回）

76

・熊本市の職員に地震対応でストレスが問題化。
10日後：立野住民が大津町の団地の仮設住宅へ入居開始。

6

国交省が、河川堤防等に変状が生じた箇所を地震前と同等の機能をもつ堤防等に復
旧する事業に着手。
（気象：大雨、洪水警報）

【南阿蘇村】一部に避難指

◆九州自動車道で斜面崩落
【国交省】予備費を活用した復旧予

算の閣議決定169億円

【国交省】緑川、白川等において、

河川堤防等に変状が生じた箇所を

地震前と同等の機能をもつ堤防等

に復旧する事業に着手
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

29 水 大雨一時曇雷伴う 26

22
震度1以上は6回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度4（累計3762回）

77

・厚労省が、益城町公民館で雇用調整助成金の相談や職業相談などに対応。
10日後：特記事項なし

6

熊本市の職員に地震対応でストレスが問題化。
（気象：大雨警報）

【熊本県内21市町村】被災有権者

の避難先が把握困難

【国交省】俵山トンネル年内復旧へ

◆日本保安用品協会、復旧作業

に携わる方を対象とした熱中症予

防や防じんマスク装着方法等に関

する講習会（無料）を開催

【熊本市】職員504人、地震対応で

ストレスとの報道
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

30 木 雨のち曇 27.5

22.3
震度1以上は8回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度2（累計3770回）

78

・東海大農学部熊本キャンパスで授業再開。
10日後：特記事項なし

6

厚労省が、益城町公民館で雇用調整助成金の相談や職業相談などに対応。
（気象：大雨、洪水警報）

【国交省】白川の大甲橋に堆積して

いる流木の撤去に着手

【厚労省】介護報酬等の請求等の

取扱いについて、6月サービス提供

分以降の介護報酬等の請求につい

ては、通常の方法による請求とする

旨通知

【財務省】平成28年分所得税及び

復興特別所得税の予定納税額の

納付並びに消費税及び地方消費

税の中間申告の期限延長

【鹿児島県】宇城市への派遣終了

（4/20～）

◆商工中金、熊本地震の義援金

等の振込手数料無料期間を2017

年 3/31 に延長

◆地域経済活性化支援機構が被

災事業者支援を仮事務所から本

事務所に移転

【厚労省】益城町公民館で雇用調

整助成金の相談や職業相談などに

対応

【熊本県】入居辞退が相次いだため、

テクノ仮設団地にバス2路線を新設
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

1 金 曇 31.9

22.3
震度1以上は4回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度3(累計3774回)

79

東海大農学部熊本キャンパスで授業再開。
（気象：大雨、洪水警報）

・熊本県内で初めて災害関連死6人認定。
10日後：宇土市本庁舎の解体着手。

【厚労省】雇用調整助成金の利用

計画事業所数（476ｶ所）、休業対

象者数（14,574人）公表

【中小企業庁】商店街組織のにぎ

わい創出事業支援で12件採択

◆東海大農学部、熊本キャンパス

で授業再開

7

102



発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

2 土 曇一時雨 32

27.3
震度1以上は4回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度2(累計3778回)

80

熊本県内で初めて災害関連死6人認定。

・特記事項なし
10日後：特記事項なし

【厚労省】ハローワーク「くまジョブ」

が土曜日も相談対応開始

【国交省】白川の大甲橋・代継橋の

流木撤去、夜通し作業

【熊本県】災害関連死6人認定

◆復興の願い込めて 湧水トンネル

で七夕まつり

7
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

3 日 雨時々曇雷を伴う 30.6

25.8
震度1以上は4回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度3（累計3782回）

81

・九州新幹線が、2カ月半ぶり震前と同じ本数に。
10日後：熊本市調査で、教職員6％にうつやＰＴＳＤ疑い。

【国交省】遠隔操縦式バックホウに

より垂水市深港川土砂の撤去を開

始

◆球磨商高生が被災地で農業支

援の復興ツアー企画

7

特記事項 （気象：大雨警報）
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

4 月 晴れ一時曇 33.7

25.4
震度1以上は10回、うち震度5弱以上は0回、最大震

度は震度2（累計3792回）

82

九州新幹線が、2カ月半ぶりに地震前と同じ本数に。
（気象：大雨警報）

・新阿蘇大橋（橋長：600メートル超）が、下流側に架け替え決定。
10日後： 熊本地震前震から3カ月。

【文科省】熊本県教育委員会から

の派遣要請を受け職員を派遣

◆益城町の避難所に「出張水族

館」

◆九州新幹線が、2カ月半ぶりに

地震前と同じ本数に

7
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

5 火 晴れ 34.2

25.7
震度1以上は2回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度1（累計3794回）

83

新阿蘇大橋（橋長：600メートル超）が、下流側に架け替え決定。

・特記事項なし
10日後：益城町で仮設住宅が不足し、230世帯入居できず。

◆宇城市物産館が仮設住宅の買

い物支援にむけ移動販売を実施

【国交省】新阿蘇大橋600メートル

超 下流側に架け替え

【環境省】一般廃棄物の処理を行う

場合に係る一般廃棄物の定義を特

例法により緩和（混焼可能）

7
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

6 水 晴れ 34

25.8
震度1以上は3回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度2（累計3797回）

84

・益城町で、全半壊の家屋、公費解体始まる。
10日後：大雨による死者5人について、熊本地震「二次災害」に認定。

◆南阿蘇村の災害ごみ処理搬入

可能が1カ所で苦闘

7

特記事項
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

7 木 薄曇時々晴れ 33.6

24.4
震度1以上は3回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度3（累計3800回）

85

益城町で、全半壊の家屋、公費解体始まる。

・立野住民が大津町の団地の仮設住宅へ入居開始。
10日後：益城町の仮設最大のテクノ団地が入居開始。

【益城町】全半壊の家屋、公費解

体始まる

◆八代港にクルーズ船が3カ月ぶり

寄港

◆益城町や熊本市の児童らが、七

夕の短冊に復興願う

7
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

8 金 大雨 27.9

22.5
震度1以上は4回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度1（累計3804回））

86

立野住民が大津町の団地の仮設住宅へ入居開始。
（気象：大雨、洪水警報）

・特記事項なし
10日後：特記事項なし

【文科省】熊本県教育委員会から

の追加要望を踏まえ、34 人分の

教員加配を追加措置

【厚労省】地震関連の相談は、熊本

労働局管内 1,502 件（休業手当

505 件、労災関係 90 件、その他

907 件）、震災関連の労災請求状

況 294 件。

◆立野住民が大津町の団地の仮

設住宅へ入居開始

【財務省】金融機関の検査・監督の

考え方の公表（きめ細かく柔軟に対

応していくことが重要）

◆益城･牛深の団体が、支援のお

礼で「朝市サミット」参加

【外務省】熊本県熊本地方を震源

とする地震（各国・地域等からのお

見舞い・支援）142の国・地域及び

30の国際機関からお見舞いメッ

セージを集計

7
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

9 土 晴れ時々曇一時雨 32.7

22.6
震度1以上は10回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度4（累計3814回））

87

・特記事項なし
10日後：熊本市による全半壊家屋の公費解体開始。

【岡崎市、豊田市、豊橋市】環境省

から支援要請があり、災害廃棄物

処理のため3市合同で被災地に職

員を派遣

◆仮設住宅で、車いす使えず障害

者男性が入居断念

◆南阿蘇で、仮設住宅近くに生鮮

品販売店が開店

◆益城町避難所で人工雪による

“銀世界”に笑顔

◆西原村などで参院選の投票所設

営

7

特記事項 （気象：大雨、洪水警報）
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

10 日 雨時々曇 29.5

24.9
震度1以上は5回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度5（累計3819回））

88

・宇土市本庁舎の解体着手。
10日後：環境省が熊本市、益城町、西原村で災害査定を実施。

【熊本市】桜町ＭＩＣＥ事業継続へ

市長が表明

◆菊陽町の市民グループが仮設に

ゴーヤーカーテン設置

◆南阿蘇村で県内初の「共通投票

所」に住民の列

7
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

11 月 雨一時曇 28.5

25
震度1以上は1回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度3（累計3820回）

89

宇土市本庁舎の解体着手。
（気象：大雨、洪水警報）

・特記事項なし
10日後：熊本県内初の復興住宅が甲佐町で建設へ。

◆女子サッカーの益城ルネサンス

が、震災後初のホーム戦で大勝

【宇土市】半壊の市本庁舎の解体

着手

7
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

12 火 曇時々雨一時晴れ 31

26
震度1以上は3回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度3（累計3823回）

90

（気象：大雨、洪水警報）

・熊本市調査で、教職員6％にうつやＰＴＳＤ疑い。
10日後：雇用調整助成金の支給限度日数が特例で延長。

◆「シェルター」機能でキャンピング

カーの需要増

7
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

13 水 大雨一時曇 27.3

24.9
震度1以上は4回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度1（累計3827回）

91

熊本市調査で、教職員6％にうつやＰＴＳＤ疑い。
（気象：大雨、洪水警報）

・熊本地震前震から3カ月。

10日後：特記事項なし

【厚労省】約60の社会福祉施設に

対し、約5,500人日の福祉人材を

派遣

◆熊日新聞・熊本善意銀・熊本放

送が、全国からの義援金を県に贈

呈

【熊本市】教職員6％にうつやＰＴＳ

Ｄ疑い

◆阿久根市の児童が地震後初め

て、熊本城への修学旅行

7
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

14 木 曇のち晴れ 31.4

24.5
震度1以上は3回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度1（累計3830回）

92

熊本地震前震から3カ月。
九州南部（奄美を除く）梅雨明け。
（気象：大雨、洪水警報）

・益城町で仮設住宅が不足し、230世帯入居できず。
10日後：特記事項なし

◆入院診療に制限がある病院：12 

病院

◆追悼の光に復興誓う 熊本地震

前震から3カ月

【熊本市】教委児童生徒「ケア必

要」1000人超

◆4千人超なお避難所生活

◆作付け不能の被災水田が200ha

以下に

7
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

15 金 晴れ 31.8

22.7
震度1以上は7回、うち震度5弱以上は0回、最大震度

は震度2（累計3837回）

93

益城町で仮設住宅が不足し、230世帯入居できず。

・大雨による死者5人について、熊本地震「二次災害」に認定。
10日後：特記事項なし

【益城町】仮設住宅が不足し、230

世帯入居できず

◆災害関連死75人申請 犠牲者、

大幅増も

7
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

16 土 曇のち時々雨 32

23.8
震度1以上は5回、うち震度5弱以上は0回、最大震

度は震度2（累計3842回）

94

大雨による死者5人について、熊本地震「二次災害」に認定。

・益城町の仮設最大のテクノ団地が入居開始。
10日後：特記事項なし

◆大雨による死者5人について、熊

本地震「二次災害」に認定

7

117



発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

17 日 曇一時雨のち晴れ
32.5

25.3
震度1以上は3回、うち震度5弱以上は0回、最大震

度は震度3（累計3845回）

95

益城町の仮設最大のテクノ団地が入居開始。
（気象：大雨警報）

・特記事項なし
10日後：特記事項なし

【益城町】仮設最大のテクノ団地が

入居開始

7
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

18 月 晴れのち時々薄曇 32.8

23.7
震度1以上は3回、うち震度5弱以上は0回、最大震

度は震度1（累計3848回）

96

・熊本市による全半壊家屋の公費解体開始。
10日後：特記事項なし

◆南阿蘇鉄道の復興願う住民コン

サートを開催

◆熊本県内が梅雨明け

7
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

19 火 晴れのち一時曇 34.9

25
震度1以上は3回、うち震度5弱以上は0回、最大震

度は震度2（累計3851回）

97

熊本市による全半壊家屋の公費解体開始。

・環境省が熊本市、益城町、西原村で災害査定を実施。
10日後：特記事項なし

【熊本市】全半壊家屋の公費解体

開始

7
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

20 晴れ時々曇一時雨 34.6

26
震度1以上は2回、うち震度5弱以上は0回、最大震

度は震度1（累計3853回）

98

環境省が熊本市、益城町、西原村で災害査定を実施。
（気象：大雨、洪水警報）

・熊本県内初の復興住宅が甲佐町で建設へ。
10日後：特記事項なし

【厚労省】「平成28年熊本地震に

伴う雇用調整助成金の特例措置の

遡求期限(7/20）にご注意くださ

い！」を通知（福岡労働局）

【中小企業庁】 平成28年度中小

企業熊本震災復興特別商談会開

催

◆イオンモール熊本、営業再開（嘉

島町）

【環境省】熊本市、益城町、西原村

で災害査定を実施

◆清和高原天文台、望遠鏡復活し

観測会開催

7 水
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

21 木 晴れ 34.8

25.3
震度1以上は1回、うち震度5弱以上は0回、最大震

度は震度1（累計3854回）

99

熊本県内初の復興住宅が甲佐町で建設へ。
（気象：大雨警報）

・雇用調整助成金の支給限度日数が特例で延長。
10日後：特記事項なし

【甲佐町】復興住宅建設へ（熊本県

内初）

◆可燃ごみ処理、全施設で運転再

開（熊本県内）

◆東海大阿蘇キャンパス、被災状

況を公開

7
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

22 金 薄曇時々晴れ 34

24.5
震度1以上は3回、うち震度5弱以上は0回、最大震

度は震度3（累計3857回）

100

雇用調整助成金の支給限度日数が特例で延長。

・特記事項なし

【宇城市】出張読み聞かせで子供

に笑顔

◆福岡ソフトバンクホークスの選手

が児童を激励（ 益城町）

【厚労省】「平成28年熊本地震の

発生に伴う雇用調整助成金の特例

について」で、支給限度日数を1年

間100日から300日に延長

◆被災1,049社がグループ補助金

を熊本県に申請

7
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付録



電子政府 （各省庁のお知らせ等一覧）

http://www.e-gov.go.jp/news/egov/2016/20160415183954.html

リンク集

内閣府 （災害救助等のための通知、防災、BCP、災害情報等）

http://www.bousai.go.jp/updates/h280414jishin/h28kumamoto/kanrentuti.html （通
知等）
http://www.bousai.go.jp/taisaku/index.html （防災担当）

金融庁 （銀行、保険、ローンなどにかかわる情報）

http://www.fsa.go.jp/ordinary/earthquake201604/press.html

総務省 （情報通信、行政に関する情報）

http://www.soumu.go.jp/h28_kumamoto_jishin/hisai.html

気象庁

http://www.jma.go.jp/jma/menu/menuflash.html

消費者庁 （国民生活センター、犯罪の注意喚起、食品表示の運用等）

http://www.caa.go.jp/earthquake20160414/

消防庁 （消防活動、災害情報）

http://www.fdma.go.jp/

首相官邸 （政府の非常災害対策本部、被災者支援情報等）

http://www.kantei.go.jp/jp/headline/saigai/kumamoto_hisai.html

災害用伝言ダイヤル（171）

◆固定電話
NTT東日本 http://www.ntt-east.co.jp/saigai/voice171/index.html
NTT西日本 http://www.ntt-west.co.jp/dengon/

◆携帯電話
ドコモ http://www.nttdocomo.co.jp/info/disaster/index.html
au http://www.au.kddi.com/mobile/anti-disaster/saigai-dengon/
ソフトバンク http://mb.softbank.jp/mb/service/dengon/
ワイモバイル http://ymobile.jp/service/dengon/

◆Web
NTT東日本 http://www.ntt-east.co.jp/saigai/web171/index.html
NTT西日本 http://www.ntt-west.co.jp/dengon/web171/

政府系のウェブサイト、SNSへのリンク集です。機関名をクリックするとホームページ、下段
のURLをクリックすると熊本地震の際の通知やお知らせ、対応等を見ることができます。
Twitter、Facebookのロゴをクリックすると、各省庁の公式アカウント（災害用アカウントがあ
る場合には当該アカウント）を表示します。

◆安否確認

◆行政関連情報

（リンクは2017年4月14日現在のものです。各サイト作成者の都合で変更、リンク切れとなる場合があります。）
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http://www.bousai.go.jp/updates/h280414jishin/h28kumamoto/kanrentuti.html
http://www.bousai.go.jp/taisaku/index.html
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https://twitter.com/JMA_kishou
https://twitter.com/fsa_JAPAN
http://twitter.com/FDMA_JAPAN
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http://twitter.com/eGovJapan
https://twitter.com/caa_shohishacho
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https://www.facebook.com/sourikantei
https://www.facebook.com/bosai.naikakufu
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http://www.soumu.go.jp/
http://www.caa.go.jp/
http://www.fsa.go.jp/
http://www.cao.go.jp/
http://www.kantei.go.jp/
https://www.e-gov.go.jp/
http://www.jma.go.jp/jma/index.html


経済産業省 （電気・ガス料金、予算措置等）

http://www.meti.go.jp/earthquake/kumamoto_earthquake.html

環境省 （廃棄物処理等）

http://kouikishori.env.go.jp/archive/h28_shinsai/ （廃棄物関連）
http://www.env.go.jp/kumamoto_jishin/index.html （権利利益の延長、免責等）

国土交通省 （住宅補修・再建、インフラの被害・復旧状況、車検等）

http://www.mlit.go.jp/page/kanbo01_hy_004710.html

農林水産省 （農林漁業者支援、食品表示等）

http://www.maff.go.jp/j/saigai/zisin/160414/kumamoto/

防衛省 （自衛隊の災害派遣等）

http://www.mod.go.jp/j/approach/defense/saigai/h28_kumamoto/

厚生労働省 （保険証を紛失した場合、離職した場合、事業主等の情報）

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431.html

リンク集

中小企業庁 （相談窓口、支援策ガイドブック等）

http://www.chusho.meti.go.jp/earthquake2016/index.html

文部科学省 （学校、技術、文化財、学生支援等）

http://www.mext.go.jp/a_menu/kumamotojisin/

財務省 （予算、税金、財務、政策金融、地震保険等）

http://www.mof.go.jp/kumamoto_jisin/index.html

国税庁 （納税、申告、損害の申告、寄付控除等）

http://www.nta.go.jp/kumamoto/topics/saigai/index.htm

外務省 （外国人向け情報発信、海外からの支援）

http://www.mofa.go.jp/mofaj/

法務省 （登記、戸籍、相続、債務整理、マンション等）

http://www.moj.go.jp/hisho/kouhou/hisho06_00368.html

東洋大学PPP研究センター

http://www.toyo.ac.jp/site/pppc/shinsai.html （震災対応プロジェクト）
http://www.toyo.ac.jp/site/pppc/30097.html （明日起きる災害に備えるサイト）

◆東洋大学PPP研究センターの震災対応プロジェクト
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➢ 制作者

➢ 監修

➢ メンバー

➢ 内容について

➢ 著作権と

利用について

➢ 連絡先

東洋大学PPP研究センター

根本祐二（ＰＰＰ研究センター長）

リーダー 奥田早希子（５期）
中村賢一（３期）、椿辰一郎、難波悠（以上４期）、石綿晃（6期）、
鶴園卓也（6.5期）、大内正博、宮田真二（以上8期）、土屋正隆、
原征史、藤井聡（以上10期）、竹田竜司、天神良久（以上10.5期）、
西周一郎、山本紘子（以上11期）

掲載する情報、資料には注意を払っておりますが、お気づきの点が
ございましたら、下記へご連絡ください。改善へのご提案、使い方の
アイデア等のご意見もお寄せください。

著作権は東洋大学PPP研究センターが保有します。
本誌の利用、配布にあたり、許諾は不要です。著作権者を明記の
上ご使用ください。

東洋大学PPP研究センター
メール ml-ppp@toyo.jp
電話 03-3231-1021
住所 〒100-0004

東京都千代田区大手町2-2-1
新大手町ビル１階 東洋大学大手町サテライト
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発災から
日目

月 日 曜日 天気
最高気温

℃

震度情報 最低気温
℃

特記事項

設置・開設 派遣

経済・生活住居

事業再建 地域づくり

相談窓口

物資・ボランティア

その他

明日への備え

そしてまた、来るべき災害に備える。
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